
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

Publ ic relat ions brochure of  Higashikawa

8
2014 August

No.730

▼
東
ア
ジ
ア
地
域
の
交
流
促
進
と
推
進
話
し
合
い

▼
7
人
の
仲
間
迎
え
て
新
規
就
農
者
を
激
励

塚原 眞由 （東川中3年）
何年たってもこの町が原点で、いつでも、どこでも、帰ってきたくなる町。
【特選】東川町開拓120年記念標語
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自然とともに、人の心によりそって、元気な子供が育つ東川に。
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まち・タウン
○熱戦！　町民体育祭
○ベトナム文化紹介の初イベント
○キトウシ高原ホテルまで「東雲・上岐登牛線」延長
○野菜生産者、鋭気養う夏の集い　　ほか

大雪地区広域連合からのお知らせ
○被保険者証の更新時期です

今、生き生きと
○No.78　東川中学校女子バレーボール部

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○晩節を汚さず、楽しい人生を送ること
◇貸し出し図書ビデオ紹介

大雪山の素顔
○Nature Column
　登山の季節　旭岳ビジターセンター　菊地 基さん
○本で知る ふるさとの山
　写真絵本「きらきら」に旭岳の雪　町史編集専門員　西原義弘

A Word From Another World
○No.34　さようなら、その3　明日が昨日になって
　　　　　　　　　　　　英語活動教育指導員　ステーシー・フジカワさん
○エイゴノマナビカタ
　たかが「th」、されど「th」　英語教育指導員　宮地晶子さん

人生を拓（ひら）く
○第3回　北町2丁目　室岡 敏雄さん、あきさん
◇俳句

くらし・ネットワーク
○「明るい東川を創る会」の会報について
○東川町内宅地の標準価格推移（北海道基準地）
○冬期除雪業務の臨時職員を募集
○新築時などに活用できる各種資金支援制度
○東川町農業委員会委員の選挙結果のお知らせ
○臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金が出ます　　ほか

子育てチャンネル
○子どもは機長、親は管制官になって　木工クラフト作家　千葉章弘さん

保健だより
○エキノコックス症　気づかない感染～大切な予防と検診

インフォメーション
○8月の行事　　ほか

幸せ誓う２人を激写
（昨年の写真甲子園＝宮城県迫桜高校、

上富良野町日の出公園）
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７
月
６
日
、
町
民
運
動
公
園
で
第
36
回
東

川
町
民
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
区
対
抗
10
チ
ー
ム
と
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
７
チ
ー
ム
約
５
０
０
人
が
対
抗
競
技
に

闘
志
を
燃
や
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
テ
ン
ト
後

方
で
は
、
各
地
区
自
慢
の
豪
華
な
焼
き
肉
、

焼
き
鳥
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
登
場
。

今
年
は
涼
や
か
な
流
し
そ
う
め
ん
の
コ
ー

ナ
ー
も
登
場
し
て
お
い
し
い
に
お
い
が
会
場

い
っ
ぱ
い
。

　

地
区
対
抗
の
競
技
は
、
東
川
第
三
チ
ー
ム

が
今
年
も
全
町
俵
か
つ
ぎ
リ
レ
ー
（
男
女
）
、

全
町
百
足
（
む
か
で
）
競
走
、
増
殖
ム
カ
デ
、

全
町
混
成
リ
レ
ー
の
５
種
目
で
１
位
と
な
る

チ
ー
ム
力
を
見
せ
て
圧
倒
し
ま
し
た
。
全
町

綱
引
き
競
技
は
、
昨
年
２
年
ぶ
り
に
優
勝
し

た
第
二
地
区
の
展
望
閣
チ
ー
ム
が
２
年
連
続

優
勝
し
ま
し
た
。

　

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
リ
レ
ー　

①
喜
楽
ほ
の

ぼ
の
ク
ラ
ブ
②
北
辰
ク
ラ
ブ
③
寿
あ
じ
さ
い

ク
ラ
ブ
▼
交
通
安
全
リ
レ
ー　

①
展
望
閣
Ａ

②
東
川
第
三
③
展
望
閣
Ｂ
▼
全
町
俵
か
つ
ぎ

リ
レ
ー
（
女
子
）　

①
東
川
第
三
②
役
場
③

ア
ジ
サ
イ
▼
同
（
男
子
）　

①
東
川
第
三
Ａ

②
役
場
③
東
川
第
三
Ｂ
▼
増
殖
ム
カ
デ　

①

東
川
第
三
②
西
部
③
ハ
イ
パ
ワ
ー
26
Ｂ
▼
全

町
百
足
競
走　

①
東
川
第
三
Ａ
②
同
Ｂ
③
役

場
▼
玉
入
れ　

①
喜
楽
ほ
の
ぼ
の
ク
ラ
ブ
②

西
部
ゆ
う
あ
い
ク
ラ
ブ
③
寿
あ
じ
さ
い
ク
ラ

ブ
▼
全
町
混
成
リ
レ
ー　

①
東
川
第
三
②
展

望
閣
③
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
北
町
３
丁
目
▼
全
町

綱
引
き　

①
展
望
閣
②
東
川
第
三
③
ニ
ュ
ー

パ
ワ
ー
北
町
３
丁
目

行
進
す
る
小
隊
訓
練
、
小
さ
な
的
に
目
掛
け

て
ホ
ー
ス
の
水
を
放
水
し
、
一
連
の
ポ
ン
プ

車
応
用
操
法
、
各
分
団
一
斉
放
水
の
訓
練
を

展
示
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線

（
通
称
基
線
道
路
）
の
分
列
行
進
。
隊
列
行

進
で
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
町
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団

（
金
盛
勇
松
団
長
、
５
個
分
団
89
人
）
が
東

川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
年
１

回
の
消
防
総
合
訓
練
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
員
83
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
火
災
、
災

害
に
備
え
て
日
常
の
仕
事
の
合
間
に
行
っ
て

い
る
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露
す
る
年
に

１
度
の
訓
練
展
示
。
分
団
ご
と
に
分
か
れ
て

　

７
月
19
日
、
日
本
語
を
学

ぶ
た
め
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
町

し
て
い
る
日
本
語
研
修
生
が

主
催
し
て
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
初
の
ベ
ト
ナ
ム
紹

介
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

南
北
に
長
い
ベ
ト
ナ
ム
の

地
形
的
な
特
徴
、
伝
統
的
な

文
化
、
家
屋
、
フ
ラ
ン
ス
文

化
の
色
彩
が
残
る
南
部
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
、
北
部
の
首

都
・
ハ
ノ
イ
の
両
市
を
中
心

に
観
光
名
所
な
ど
を
写
真
で
展
示
。
ベ
ト
ナ

ム
の
日
常
生
活
風
景
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹

介
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ベ
ト
ナ
ム
風
ス
ー
プ
、
揚
げ
春

巻
き
、
コ
ー
ン
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
片
栗
粉
で

包
ん
で
揚
げ
た
揚
げ
ケ
ー

キ
、
チ
ェ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム

風
お
し
る
こ
）
、
ベ
ト
ナ

ム
風
サ
ラ
ダ
の
５
品
が
並

び
ま
し
た
。
研
修
生
み
ん

な
で
手
作
り
し
た
料
理
の

数
々
。
日
本
人
に
馴
染
み

や
す
い
味
付
け
で
、
「
お

い
し
い
」
と
大
好
評
で
し

た
。

　

舞
台
に
は
、
８
人
が
美

し
い
民
族
衣
装
の
ア
オ
ザ

イ
を
着
て
登
場
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
も

大
人
気
だ
と
い
う
漫
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の

主
題
歌
、
ベ
ト
ナ
ム
の
４
曲
を
歌
っ
て
来
場

者
に
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
や
さ
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
親
近
感
も
増
し
た
よ
う
。

熱
戦
！　
町
民
体
育
祭

熱
戦
！　
町
民
体
育
祭

ベト
ナ
ム
文
化
紹
介
の
初
イ
ベ
ン
ト

ベト
ナ
ム
文
化
紹
介
の
初
イ
ベ
ン
ト

火
災
に
備
え
て
消
防
総
合
訓
練

火
災
に
備
え
て
消
防
総
合
訓
練

一番の盛り上がり、全町綱引きで２年連続優勝の「展望閣」チーム
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（
一
財
）
日
本
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
財
団
（
東
京
）
の
バ
ヒ
リ
デ
ィ
ノ

フ
・
マ
ン
ス
ー
ル
・
マ
ル
フ
ォ
ビ
ッ
チ
代
表

が
来
町
し
、
７
月
４
日
、
役
場
大
会
議
室
で

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
差
点
、
中
央
ア
ジ

ア
観
光
の
拠
点
で
、
伝
統
的
な
と
こ
ろ
と
近

代
的
な
と
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
。

日
本
と
の
時
差
は
４
時
間
、
中
央
ア
ジ
ア
５

カ
国
の
人
口
は
イ
ン
ド
の
１
・
２
倍
」
と
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

「
奈
良
正
倉
院
の
宝
物
は
、
イ
ン
ド
か
ら

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
通
っ
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
で
運
ば
れ
て
い
る
。
日
本
と
は
昔
か
ら
繋

が
っ
て
い
る
」
「
終
戦
後
、
日
本
人
抑
留
者

が
建
設
し
た
タ
シ
ケ
ン
ト
の
オ
ペ
ラ
劇
場
は
、

タ
シ
ケ
ン
ト
大
地
震
＝
１
９
６
６
（
昭
和

40
）
年
＝
で
ほ
か
の
建
物
が
倒
壊
し
て
も
ま

っ
た
く
壊
れ
な
か
っ
た
。
日
本
人
の
勤
勉
さ
、

技
術
力
の
高
さ
を
物
語
る
象
徴
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
る
」
「
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
が
年

間
３
０
０
人
お
り
、
中
央
ア
ジ
ア
で
最
も
多

い
」
な
ど
、
親
日
的
な
国
民
性
、
国
内
４
都

市
の
魅
力
的
な
世
界
遺
産
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
同
国
か
ら
初
の
日
本
語
研
修
生
20

人
が
８
月
か
ら
３
カ
月
間
来
町
し
ま
す
。

　

マ
ル
フ
ォ
ビ
ッ
チ
さ
ん
の
来
道
は
３
回
目

だ
そ
う
で
す
。
昨
年
３
月
、
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
い
た
日
本
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
外

交
関
係
樹
立
20
周
年
記
念
展
で
初
め
て
来
町

し
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
町
有
の
ホ
テ

ル
と
し
て
再
出
発
し
た
キ

ト
ウ
シ
公
園
内
の
キ
ト
ウ

シ
高
原
ホ
テ
ル
と
町
内
と

の
公
共
交
通
利
便
性
を
改

善
す
る
た
め
、
通
称
北
７

線
道
路
か
ら
同
ホ
テ
ル
に

至
る
４
８
０
㍍
区
間
を
延

長
運
行
し
ま
す
。

　

町
内
の
各
種
公
共
交
通
機
関
の
利
用
状
況

と
要
望
な
ど
を
年
１
回
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
町
、
都
市

間
路
線
バ
ス
の
運
行
を
担
っ
て
い
る
旭
川
電

気
軌
道
、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
営
業
を
し

て
い
る
東
交
ハ
イ
ヤ
ー
の
各
事
業
者
、
旭
川

運
輸
支
局
、
上
川
総
合
振
興
局
、
町
内
自
治

振
興
会
役
員
な
ど
関
係
団
体
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

６
月
30
日
、
町
は
役
場
で
今

年
の
東
川
町
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
を
開
き
、
町
営
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
新
た
な
路
線
延

長
と
し
て
、
９
月
１
日
か
ら
東

雲
・
上
岐
登
牛
線
の
一
部
を
路

線
延
長
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

東
川
町
農
協
青
年
部
（
藤

川
晴
貴
部
長
）
は
６
月
24
日
、

同
農
協
ホ
ー
ル
で
今
年
の
新

規
就
農
者
を
励
ま
す
激
励
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
新
規
農
業
者
と
し
て

迎
え
た
仲
間
は
７
人
。
23
歳

の
農
業
後
継
者
か
ら
55
歳
ま

で
幅
広
い
年
齢
の
人
材
が
新

た
に
農
業
者
と
し
て
歩
み
始

め
ま
し
た
。
樽
井
功
組
合
長
は
「
期
待
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
農
業
ほ
ど
可
能
性
を

持
つ
産
業
は
な
い
。
日
本
に
は
発
酵
、
生
産
、

輸
送
な
ど
の
技
術
が
あ
る
。
新
た
な
技
術
を

使
っ
て
、
商
品
付
加
価
値
を
つ
け
る
取
り
組

み
を
し
て
ほ
し
い
。
高
齢

化
に
対
応
し
た
食
べ
も
の

の
あ
り
方
も
知
恵
の
出
し

ど
こ
ろ
。
さ
ら
に
ア
ジ
ア
、

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
何
か

見
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
」

と
若
い
世
代
に
希
望
を
託

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
規
就
農
者
は
、

ま
っ
た
く
新
た
に
就
農
し

た
方
が
３
人
、
農
業
後
継
者
が
４
人
。
株
式

会
社
組
織
の
農
業
経
営
を
新
規
で
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
長
谷
川
孝
さ
ん
（
28
）
は
、
「
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
妻
の
早
紀
さ
ん
（
28
）
、
友

人
の
川
口
千
春
さ
ん
（
28
）
と
３
人
で
激
励

状
を
受
け
ま
し
た
。

先
人
の
労
苦
忍
ん
で
追
悼

先
人
の
労
苦
忍
ん
で
追
悼

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
セ
ミ
ナ
ー
初
の
開
催

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
セ
ミ
ナ
ー
初
の
開
催

７
人
の
仲
間
迎
え
て
新
規
就
農
者
を
激
励

７
人
の
仲
間
迎
え
て
新
規
就
農
者
を
激
励

　

町
と
東
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
と
の
交
流
促

進
を
目
指
し
て
各
国
・
地
域
の
交
流
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
集
ま
る
年
１
回
の
話
し
合
い
、

東
川
町
東
ア
ジ
ア
地
域
交
流
促
進
協
議
会

（
会
長
・
松
岡
市
郎
町
長
）
が
６
月
25
日
、

役
場
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
。
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、

タ
イ
の
４
カ
国
・
地
域
か
ら
13
人
、
町
側
か

ら
は
町
理
事
者
、
ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
、

東
川
振
興
公
社
、
北
工
学
園
、
東
交
ハ
イ

ヤ
ー
な
ど
か
ら
約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

韓
国
の
金
廷
宣
（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）

さ
ん
は
「
去
年
は
ソ
ウ
ル
大
学
日
本
語
学
科

の
学
生
25
人
が
来
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
学
生
た
ち
を
中
心
に
、
も
っ
と
東
川
で

日
本
語
研
修
さ
せ
た
い
。
年
間
60
人
程
度
を

考
え
て
い
る
」
な
ど
と
構
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

エ
ノ
産
業
台
北
駐
在
事
務
所
の
大
隅
千
晶

さ
ん
は
「
最
近
は
友
人
、
口
コ
ミ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
た
情
報
発
信
も
集
客
効
果

を
感
じ
て
い
る
。
今
年
下
期
の
日
本
語
研
修

の
募
集
は
１
５
０
件
の
電
話
を
受
け
て
い
て

手
が
回
ら
な
い
ほ
ど
忙
し
い
。
台
湾
は
今
景

気
が
良
く
、
円
安
効
果
で
日
本
へ
の
旅
行
も

伸
び
て
い
て
、
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
関
心

も
高
い
」
な
ど
と
人
気
の
高
さ
を
話
し
ま
し

た
。

　

中
国
・
上
海
の
呉
奇
（
ゴ
・
キ
）
さ
ん
は

「
中
国
の
場
合
、
ビ
ザ
の
問
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
、
中
国
人
が
日
本
語
研
修
で
来
る
こ

と
は
難
し
い
。
今
は
無
理
し
な
い
方
が
い
い
。

観
光
ビ
ザ
で
少
し
で
も
東
川
に
泊
ま
っ
て
も

ら
い
、
文
化
交
流
を
考
え
た
方
が
い
い
」
な

ど
と
提
案
し
ま
し
た
。

先
人
の
英
知
と
開
拓
魂
で
今
日
の
発
展
を
築

い
て
き
ま
し
た
。
戦
後
69
年
、
開
拓
１
２
０

年
の
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
開
拓
功
労
者

の
碑
を
造
っ
て
今
後
も
限
り
な
い
発
展
を
す

る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」
と
追
悼
し
ま
し
た
。

　

追
悼
式
に
先
立
っ
て
、
町
内
の
各
小
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
東
川
中
学
校
吹
奏
楽

部
と
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち
約
２
０

０
人
が
中
心
市
街
地
を
音
楽
行
進
、
第
一
小

学
校
児
童
は
道
の
駅
・
道
草
館
前
で
一
小
太

鼓
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、
平
和
と
開
拓
の
碑
前
で
東
川

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
上
隆
司
会
長
）
主

催
の
東
川
町
慰
霊
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
没
者
、
開
拓
功
労
者
の
労
苦
を
忍
び
、

平
和
の
誓
い
を
新
た
に
刻
む
も
の
で
す
。
遺

族
会
、
福
祉
団
体
の
関
係
者
ら
約
１
０
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
松
岡
市
郎
町
長
は
「
戦

没
者
２
１
３
柱
、
開
拓
功
労
者
２
４
９
柱
の

　

６
月
29
日
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
で
第
３
回
北
海
道
キ

ッ
ズ
バ
イ
ク
カ
ッ
プ
ひ
が
し

か
わ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
歳
児
か
ら
６
歳
児
ま
で

２
１
６
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

ま
し
た
。
中
に
は
遠
く
京
都

か
ら
家
族
そ
ろ
っ
て
出
場
し

た
中
本
莉
空
君
（
４
つ
）
、

空
良
君
（
２
つ
）
の
兄
弟
も
。

子
ど
も
た
ち
は
、
マ
マ
、
パ

パ
の
応
援
を
受
け
て
晴
天
の
園
内
を
力
走
し
、

帰
り
に
は
賞
品
に
も
ら
っ
た
大
き
な
お
菓
子

や
お
み
や
げ
袋
を
両
手
い
っ
ぱ
い
に
抱
え
て

大
満
足
の
笑
顔
。

　

２
歳
、
３
歳
児
は
50
㍍
、
４
歳
、
５
歳
児

キ
ト
ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル
ま
で
東
雲・上
岐
登
牛
線
延
長

キ
ト
ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル
ま
で
東
雲・上
岐
登
牛
線
延
長

東
ア
ジ
ア
地
域
の
交
流
促
進
と
推
進
話
し
合
い

東
ア
ジ
ア
地
域
の
交
流
促
進
と
推
進
話
し
合
い

は
１
５
０
㍍
の
芝
コ
ー
ス
。

２
歳
児
は
マ
マ
と
パ
パ
が

コ
ー
ス
内
で
応
援
で
き
る
の

で
、
「
頑
張
れ
、
が
ん
ば

れ
ー
」
と
応
援
合
戦
も
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
。
ビ
デ
オ
片
手
に

コ
ー
ス
を
駆
け
回
っ
て
わ
が

子
を
追
い
か
け
る
パ
パ
カ
メ

ラ
マ
ン
も
。

　

昨
年
ま
で
の
出
場
者
は
、

大
会
実
行
委
か
ら
の
レ
ン
タ

ル
参
加
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
年
は
出

場
者
の
約
８
割
が
こ
の
日
の
た
め
に
そ
ろ
え

た
バ
イ
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

一
式
で
さ
っ
そ
う
と
参
加
す
る
姿
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
。樽井組合長から激励状を受けた長谷川さん

初めて出席したタイのナタポン・ブーニャコン
さん（左）

マ
マ
、パ
パ
そ
ろ
っ
て
大
興
奮
！ 

キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
大
会

マ
マ
、パ
パ
そ
ろ
っ
て
大
興
奮
！ 

キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
大
会
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

エ
ゾ
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
東
川
チ
ー
ム
入
賞

エ
ゾ
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
東
川
チ
ー
ム
入
賞

　

７
月
７
日
、
東
14
号
共
同
墓
地
で
、
中
国

人
強
制
連
行
事
件
慰
霊
石
碑
建
立
実
行
委

（
代
表
委
員
・
外
山
弘
美
東
和
土
地
改
良
区

理
事
長
）
主
催
の
中
国
人
強
制
連
行
事
件
殉

難
烈
士
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
中
戦
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
旧
満

州
・
盧
溝
橋
事
件
が
起
き
た
こ
の
日
に
合
わ

せ
て
、
徴
用
連
行
さ
れ
て
こ
の
地
で
亡
く
な

っ
た
中
国
人
強
制
労
働
被
害
者
を
弔
い
、
不

戦
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
毎
年
開
い
て

い
ま
す
。
日
中
友
好
協
会
、
旭
川
華
僑
協
会
、

旭
川
市
、
東
川
町
、
東
和
土
地
改
良
区
関
係

者
を
中
心
に
約
90
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

外
山
委
員
長
は
「
戦
後
約
70
年
を
経
過
し

た
今
、
日
中
友
好
の
誓
い
を
新
た
に
し
、
今

後
も
友
好
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
日
、
中
、
韓
三
カ
国
間
の
平
和
と
友

好
を
改
め
て
祈
念
し
ま
し
た
。

　

終
戦
の
前
年
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、

忠
別
川
江
卸
発
電
所
の
建
設
工
事
、
か
ん
が

い
用
遊
水
池
建
設
の
た
め
、
中
国
人
３
３
８

人
が
東
川
に
強
制
連
行
、
強
制
労
働
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。
連
行
途
中
34
人
が
死
亡
。
そ

の
後
54
人
が
殉
難
し
、
２
２
１
人
が
病
気
に

か
か
る
な
ど
過
酷
を
極
め
た
そ
う
で
す
。

　

終
戦
後
、
１
９
５
４
（
同
29
）
年
に
供
養

標
を
立
て
、
１
９
６
８
（
同
43
）
年
に
再
建
。

１
９
７
２
（
同
47
）
年
に
現
在
の
石
碑
を
建

立
し
て
供
養
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
部
門
に
出
場
し
た
東
川
チ
ー
ム

は
、
役
場
、
農
協
職
員
、
商
工
会
員
青
年
部

員
混
成
の
自
称
イ
ケ
メ
ン
若
手
男
性
陣
９
人
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
よ
ろ
し
く
写
真
の
町
、

特
産
品
・
東
川
米
、
旭
岳
源
水
な
ど
を
町
自

慢
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
ま
し
た
。

　

約
５
０
０
人
で
熱
気
の
会
場
で
は
、
応
援

に
駆
け
付
け
た
役
場
、
農
協
の
若
手
女
性
職

員
も
盛
り
上
げ
を
後
押
し
。
チ
ー
ム
部
門

12
、

12
、
上
川
中
央
部
７
町
の
グ
ル
ー
プ
中
、
唯

一
の
受
賞
を
獲
得
し
大
成
功
。

　

７
月
14
日
、
旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
「
エ
ゾ
メ
ン
２
０
１
４
」
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
東
川
代
表
と
し
て
出
場
し
た
チ
ー
ム

「
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ　

Ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ　

Ｂ
ｏ
ｙ
ｓ
」

が
地
元
新
聞
社
の
道
新
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

旭
川
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ゾ
メ

ン
実
行
委
員
会
（
薄
井
タ
カ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
）
主
催
。
３
部
門
に
35
個
人
・

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
東
川
町
農
協

蔬
菜
（
そ
さ
い
）
園
芸
研
究

会
（
園
田
稔
会
長
）
が
主
催

し
て
、
同
農
協
北
立
支
所
倉

庫
前
広
場
を
会
場
に
、
夏
の

野
菜
生
産
者
の
集
い
を
開
き

ま
し
た
。

　

本
格
的
な
夏
野
菜
の
生
産

繁
忙
期
を
前
に
、
生
産
農
家

同
士
の
親
交
を
深
め
て
鋭
気

を
養
お
う
、
と
ほ
う
れ
ん
草
、
ピ
ー
マ
ン
、

長
葱
（
ね
ぎ
）
、
溶
液
栽
培
生
産
な
ど
９
部

会
の
生
産
者
約
１
２
０
人
が
集
ま
り
、
焼
き

肉
料
理
を
囲
み
ま
し
た
。

　

「
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ
ダ
」
の
生
産
品
目
も

平
和
の
誓
い
新
た
、中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
祭

平
和
の
誓
い
新
た
、中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
祭

安
定
し
、
今
年
は
５
年
目
。

蔬
菜
園
芸
研
究
会
も
設
立
か

ら
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

園
田
会
長
は
「
消
費
者
、
市

場
関
係
者
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
の
で
、
自
信
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
生
産

者
仲
間
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
札
幌
、
旭
川
の

卸
売
市
場
、
種
苗
会
社
の
取

引
先
関
係
者
か
ら
は
「
施
設
野
菜
の
作
付
け

が
伸
び
て
い
な
い
。
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

も
心
配
だ
」
と
い
う
指
摘
も
出
、
一
層
の
生

産
拡
大
に
向
け
て
市
場
の
期
待
は
大
き
い
よ

う
で
す
。

野
菜
生
産
者
、鋭
気
養
う
夏
の
集
い

野
菜
生
産
者
、鋭
気
養
う
夏
の
集
い
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被保険者証の更新時期です被保険者証の更新時期です被保険者証の更新時期です
　次の表に示す被保険者証等は更新時期になっています。８月から病院にかかる際は、送付した新しい被保険者証
等を医療機関の窓口に提示してください（受給者証、認定証は被保険者証とセットでご使用ください）。
　既にお持ちの被保険者証等は７月末日の有効期限後に破棄してください。
　今回更新となる受給者証、認定証以外にも、申請によって適用を受けることができる認定証があります。ご希望の方は
役場の国保担当窓口で申請することをお願いします。

大雪地区広域連合からのお知らせ

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

（
70
歳
以
上
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
未
満
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

加入者全員対象

・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減内容

世帯全員が住民税非課税の方対象

対象 国保加入者全員

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減

交付 該当者に郵送
受理後役場で申請手続き（印鑑持参）

交付 該当者に郵送

交付 該当者に郵送

交付 該当者に郵送

対象 住民税が課税の世帯
内容 医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
交付 申請により交付（要手続き）

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯
内容 入院した時の食事負担額の軽減

お問い合わせ　大雪地区広域連合国民健康保険対策室　☎82－3697（内線562、563）
　　　　　　　役場定住促進課住民室　　　　　　　　☎82－2111（内線111）

交付 申請により交付（要手続き）

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した時の食事負担額の軽減

交付 申請により交付（要手続き）

１．後期高齢者医療被保険者証

２．後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

３．国民健康保険高齢受給者証

４．国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

１．国民健康保険限度額適用認定証

２．国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

３．国民健康保険標準負担額減額認定証

申請によって適用を受けることができる認定証

８月に更新する各種被保険者証など
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道
大
会
で
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
む
成
果
を

残
し
ま
し
た
。

　

他
チ
ー
ム
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
今
年
３
月
、
旭
川
選
抜

　

「
ボ
ー
ル
を
し
っ
か
り
拾
え
！
」
―
。

監
督
の
叱
咤
（
し
っ
た
）
が
飛
び
ま
す
。

中
体
連
全
道
大
会
に
向
け
て
、
連
日
練

習
の
声
が
体
育
館
に
響
き
ま
す
。
「
レ

シ
ー
ブ
が
良
い
時
と
悪
い
時
が
あ
る
。

ま
だ
不
安
定
」
と
守
備
力
強
化
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

攻
撃
力
が
魅
力
の
チ
ー
ム
で
す
。
し

か
し
「
も
っ
と
強
い
チ
ー
ム
は
い
っ
ぱ

い
い
る
」
と
全
員
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

帯
広
勢
な
ど
の
強
豪
に
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
３
年
前
、
最
強
と
評
判
が
高
か
っ
た

先
輩
チ
ー
ム
は
、
中
体
連
（
日
本
中
学

校
体
育
連
盟
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
全

　

塚
原
さ
ん
は
、
レ
シ
ー
ブ
力
の
確
か

さ
と
右
オ
ー
プ
ン
か
ら
の
ア
タ
ッ
ク
力

が
持
ち
味
。

　

一
見
お
っ
と
り
と
し
て
い
る
矢
ノ
目

さ
ん
は
、
高
い
ジ
ャ
ン
プ
力
と
、
ど
こ

か
ら
で
も
ア
タ
ッ
ク
を
打
て
る
安
定
感

が
持
ち
味
。

　

旭
川
選
抜
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
３
人

の
う
ち
、
皆
木
さ
ん
、
菊
地
さ
ん
は
、

今
月
札
幌
で
行
わ
れ
る
全
道
選
抜
チ
ー

ム
選
考
会
に
臨
み
ま
す
。
選
考
条
件
は
、

身
長
１
６
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
。

こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
た
２
人
は
、

果
た
し
て
全
道
選
抜
チ
ー
ム
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
か
。
そ
の
活
躍
に
期
待
が

膨
ら
み
ま
す
。

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
た
「
地
区
対
抗

第
23
回
北
海
道
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
秀
選
手
選
抜
大
会
」
で
、
帯
広
選
抜

を
破
っ
て
優
勝
し
て
か
ら
。
当
時
２
年

生
だ
っ
た
皆
木
さ
ん
、
矢
ノ
目
さ
ん
、

菊
地
さ
ん
の
東
中
ト
リ
オ
の
中
核
メ
ン

バ
ー
が
圧
倒
的
な
攻
撃
力
を
見
せ
た
の

で
す
。

◇

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
今
、
３
年
生
５
人

が
中
心
に
な
っ
て
、
先
輩
を
超
え
よ
う

と
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。
全
道
大
会
、

そ
し
て
そ
の
先
に
見
え
て
い
る
の
は
全

国
大
会
へ
の
扉
。

　

皆
木
さ
ん
は
、
身
長
１
７
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
恵
ま
れ
た
体
格
か
ら
高
さ

と
角
度
の
あ
る
重
た
い
ス
パ
イ
ク
を
決

め
る
頼
も
し
い
エ
ー
ス
。

　

窪
田
さ
ん
は
相
手
ブ
ロ

ッ
ク
に
ボ
ー
ル
を
当
て
て

ア
ウ
ト
を
誘
う
ポ
イ
ン
ト

ゲ
ッ
タ
ー
。
声
を
出
し
て

チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

２
番
目
の
長
身
、
身
長

１
６
７
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
菊
地
さ
ん
は
、
上
背
を

生
か
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
力
と

正
確
な
ボ
ー
ル
ト
ス
が
魅

力
の
セ
ッ
タ
ー
。

778今、生き生きと 東川中学校女子バレーボール部

　

７
月
11
、
12
の
両
日
、
名
寄

市
で
開
か
れ
た
中
体
連
上
川
管

内
代
表
決
定
戦
で
、
１
回
戦
か

ら
対
戦
相
手
を
す
べ
て
ス
ト
レ

ー
ト
で
破
っ
て
み
ご
と
優
勝
。

８
月
１
日
か
ら
３
日
間
帯
広
開

催
の
全
道
大
会
に
コ
マ
を
進
め

ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
を
見
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
既
に
そ
の
結

果
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
ね
。
こ
の
夏
、
全
国
大
会
へ

の
切
符
は
果
た
し
て
手
中
に
で

き
た
で
し
ょ
う
か
？

東川中学校バレーボール部（佃健一監督）
　女子バレーボール部の部員は14人。３年生５人、
２年生２人、１年生７人。とくに３年生５人は、小学
３年生からバレーボール少年団で育って呼吸もピ
ッタリ。６年生の時にも全道出場しています。今年
のチームを支えるのは、キャプテンの皆木のどかさ
ん、窪田美月さん、菊地真沙希さん、塚原眞由さん、
矢ノ目あみさんの３年生５人。中体連の上川管内
代表決定戦バレーボール大会（７月11・12日、名
寄市）では、士別中学校と決勝戦で対戦。２セット
連取で圧倒して優勝し、１回戦敗退した昨年の悔
しさを晴らしました。来年の全道大会は旭川開催。
地元開催の大会出場を目指して、１、２年生の後輩
の中から、藤子良美さん（２年）、庄内三央さん（１
年）、市村ともかさん（同）の３人が早くもレギュ
ラー入りし、次代の選手が育っています。

地区対抗中学生バレーボール優秀選手選抜大会で優勝
した旭川選抜チームの３人（左から皆木さん、矢ノ目さ
ん、菊地さん、今年３月、芦別市総合体育館）

高い打点と強いアタックが魅力の皆木選手（中体連上川管内代表決定
戦大会の決勝戦で、左後方は監督の佃健一先生＝７月12日、名寄市スポ
ーツセンター）
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貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

晩
節
を
汚
さ
ず
、楽
し
い
人
生
を
送
る
こ
と

　

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
子
育
て
の
た
め

の
保
育
園
な
ど
な
く
、
農
家
で
は
ど
の
家
庭
も

小
さ
な
子
の
保
育
は
も
っ
ぱ
ら
祖
父
母
が
中
心

と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
私
の
祖
父
は
51
歳
の

若
さ
で
亡
く
な
っ
た
が
、
祖
母
と
一
緒
に
過
ご

す
時
間
が
多
く
、
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

　

話
は
い
つ
も
日
本
一
の
桃
太
郎
と
か
ぐ
や
姫
、

人
生
訓
と
し
て
「
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
」
「
我

（
わ
）
が
田
に
水
を
引
く
な
」
「
晩
節
を
汚
す

な
」
な
ど
を
解
説
付
き
で
聞
か
さ
れ
た
も
の
だ
。

祖
母
は
小
学
校
で
学
ん
だ
経
験
が
な
く
、
読
み

書
き
は
で
き
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
カ

タ
カ
ナ
で
少
々
の
文
字
を
書
い
た
。
文
字
の
読

み
書
き
が
で
き
な
い
祖
母
が
、
童
話
や
人
生
訓

を
ど
の
よ
う
に
し
て
覚
え
た
の
か
不
思
議
で
あ

る
。
き
っ
と
親
か
ら
口
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。
大
切
な
人
生
訓
は
い
つ
の
時
代
に
も
伝

え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

さ
て
先
日
、
あ
る
首
長
経
験
者
と
の
お
話
の

中
で
、
「
晩
節
を
汚
す
」
と
い
う
こ
と
が
話
題

に
な
っ
た
。
一
度
そ
の
座
に
着
く
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
か
ら
注
目
を
浴
び
知
名
度
も
高
ま
る
が
、

そ
の
座
を
去
る
と
寂
し
さ
を
感
じ
、
な
か
な
か

華
や
か
な
当
時
の
感
覚
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
注

目
を
得
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
根
拠
や
確
証
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
主
張
を
あ
た
か

も
正
し
い
も
の
と
装
い
、
強
引
に
こ
じ
つ
け
て

正
当
化
し
よ
う
と
す
る
公
職
経
験
者
ら
が
い
る

よ
う
だ
。

　

過
去
の
自
分
の
行
為
や
歩
ん
だ
時
代
の
こ
と

は
顧
み
ず
、
他
人
に
対
し
て
批
判
を
繰
り
返
す
。

自
分
は
絶
対
正
し
い
と
い
う
善
魔
に
取
り
つ
か

れ
、
他
人
は
駄
目
と
主
張
す
る
。
思
い
違
い
や

解
釈
の
誤
り
か
ら
、
時
に
は
常
識
さ
え
も
非
常

識
扱
い
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

職
を
辞
し
た
折
に
は
「
人
に
迷
惑
を
掛
け
ず
、

お
互
い
に
晩
節
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
た

い
も
の
だ
」
と
一
致
し
た
。
「
晩
節
を
汚
さ
ず
」

は
、
か
つ
て
支
持
さ
れ
て
い
た
方
々
へ
の
最
低

の
マ
ナ
ー
で
あ
り
、
ま
た
支
持
者
の
思
い
で
も

あ
る
と
思
う
。

　

今
か
ら
10
数
年
前
、
「
僕
は
10
年
若
か
っ
た

ら
知
事
に
立
候
補
し
て
い
た
」
と
言
っ
た
首
長

を
思
い
出
し
た
。
す
ご
い
自
信
だ
と
驚
い
た
が
、

今
は
ど
の
よ
う
な
時
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
昔
の
人
々
か
ら
の
教
え
を
心
の

大
き
な
支
え
と
し
て
、
「
晩
節
を
汚
さ
な
い
」

よ
う
に
楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞  
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

思い出のマーニー　上・下（児童書）
ジョーン・ロビンソン／著　岩波書店／刊

　養い親のもとを離れ、海辺の
村の老夫婦に預けられた少女ア
ンナは、同い年の不思議な少女
マーニーと友だちになり、毎日２
人で遊びます。ところが村人は、
だれもマーニーのことを知りませ
ん。やがてマーニーは、無人のさ
びしい風車小屋でアンナを置き
去りにし、姿を消します。彼女を
探すうち、アンナはマーニーの
思いがけない秘密を知ってしま
いました。ジブリ映画の原作本。

プラチナデータ（DVD 映画）
東宝

　主人公、神楽龍平は警察庁に所属す
る天才科学者。いくつもの難事件を解
決してきた彼は、ＤＮＡ捜査の重要関係
者が殺される連続殺人事件を担当する。
その日本では全国民のＤＮＡデータが
極秘裏に集められ、そのデータから犯人
を特定する最先端の捜査が可能になっ
ていた。検挙率１００％、冤罪率０％の社
会が訪れようとしていたが、担当した事
件を捜査してみると、ＤＮＡ捜査システ
ムがわずかな証拠から導き出した犯人
は、なんと神楽自身だった。（１３４分）

すべての神様の十月（一般書）
小路　幸也／著　ＰＨＰ研究所／刊

　榎本帆奈は驚いた。行きつけ
のバーで隣り合ったハンサムな男
性は死神だったからだ。帆奈に召
喚されたという死神は、いままで
一度も「幸せ」を感じたことがな
いらしい。なぜなら「幸せ」を感じ
た瞬間、死神は…。人は、時に感
謝したり絶望したり、大事なもの
を見失いかけたりするもの。そん
な人々の前に現れる神様の「意
外な目的」が胸を打つ短篇集。

松
岡
市
郎

晩
節
を
汚
さ
ず
、楽
し
い
人
生
を
送
る
こ
と
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大雪山の素顔
登山の季節
　花の７月、紅葉の９月に挟まれる８月は、登
山の月といえそうです。使い込んだ大きなザッ
クを背負う登山者の姿が目立ちます。初めて訪
れる人が気にかける急な雪渓もほとんどなくな
り、風も秋らしい爽やかになって登山がしやす
い時期です。
　旭岳を登り、山頂を通り過ぎて下っていくと、
道の一番低いところに裏旭野営指定地がありま
す。看板も管理人もいないキャンプ地ですが、
自然の中で寝ている気分を味わえます。登山者

たちは、食事を終えるとよくテントの外に立っ
て、暮れていく空の月や星を眺めています。
　野営指定地を過ぎると、踏み跡の薄い登山道
は熊ヶ岳山頂を左に見て間宮分岐に向かいます。
　この時、ときどき振り返ってみてください。
熊ヶ岳山頂直下に大きな笑顔の雪渓が見えるか
もしれません。今年は８月上旬ごろ、いちばん
「笑顔らしく」なっていそうかな、というのが、
私の今月のヤマ勘です。

　

旭
岳
に
降
る
雪
は
と
て
も
美
し
い
。
世

界
一
か
も
し
れ
な
い
。
「
天
か
ら
送
ら
れ

た
手
紙
（
写
真
集
雪
の
結
晶
）
」
（
１
９

９
９
年
中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
編
集
）

を
開
く
と
、
初
め
の
ペ
ー
ジ
に
旭
岳
を
バ

ッ
ク
に
し
た
雪
の
樹
林
が
ど
ー
ん
と
載
っ

て
い
ま
す
。

　

「
美
し
い
雪
の

結
晶
が
降
る
北
海

道
・
大
雪
山
の
ふ

も
と
」
と
い
う
解

説
文
に
次
の
よ
う

に
書
い
て
あ
り
ま

す
。

　

「
日
本
海
側
か

ら
や
っ
て
来
る
水

蒸
気
を
豊
富
に
含

ん
だ
雲
は
、
沿
岸

付
近
に
湿
っ
た
雪

を
降
ら
せ
、
湿
気

の
少
な
く
な
っ
た

空
気
が
北
海
道
中
央
部
の
山
々
に
き
て
再

び
雪
に
な
る
と
き
に
は
、
き
れ
い
な
結
晶

の
雪
に
な
り
ま
す
。
吉
田
六
郎
さ
ん
が
顕

微
鏡
写
真
を
撮
っ
た
の
は
、
こ
の
写
真
の

近
く
の
勇
駒
別
で
す
」
。

　

吉
田
六
郎
（
１
９
１
９
〜
１
９
９
５
年
）

は
、
雪
の
結
晶
の
研
究
で
知
ら
れ
る
北
大

低
温
研
究
所
、
中
谷
宇
吉
郎
博
士
と
出
会

っ
て
か
ら
雪
に
魅
せ
ら
れ
、
中
谷
博
士
と

共
に
科
学
映
画
製
作
の
道
へ
と
進
み
ま
し

た
。
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
完
成
し

た
科
学
映
画
「
霜
の
花
」
は
朝
日
新
聞
文

化
賞
を
受
賞
、
音
楽
担
当
は
後
に
ゴ
ジ
ラ

の
映
画
音
楽
で
有
名
に
な
る
釧
路
出
身
、

伊
福
部
昭
、
解
説
は
徳

川
無
声
。
吉
田
は
「
大

雪
山
の
雪
」
「
雪
・
結

晶
の
観
察
」
な
ど
科
学

映
画
史
に
残
る
作
品
を

数
多
く
手
掛
け
ま
し
た
。

　

旭
岳
温
泉
の
雪
洞
に

籠
っ
て
撮
影
を
続
け
た

吉
田
は
、
１
光
源
２
色

照
明
と
い
う
顕
微
鏡
撮

影
法
を
編
み
出
し
、
真

っ
青
な
下
地
に
結
晶
が

輝
く
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
後
、
詩

人
・
谷
川
俊
太
郎
が
詩

を
付
け
た
写
真
絵
本
「
き
ら
き
ら
」
（
２

０
０
８
年
ア
リ
ス
館
発
行
）
、
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
ブ
ッ
ク
「
雪
の
結
晶
」
（
２
０
０

１
年
平
凡
社
刊
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
の
雪
の
結
晶
は
今
も
輝
き
続
け
、
そ

の
す
べ
て
が
旭
岳
ふ
も
と
に
降
っ
た
雪
な

の
で
す
。

町
史
編
集
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

写
真
絵
本
「
き
ら
き
ら
」
に
旭
岳
の
雪

旭岳ビジターセンター 菊地 基

熊
ヶ
岳
の
〝
笑
顔
〞

星
待
つ
人
々
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.34
Farewell Pt. 3: Tomorrow Turned Into Yesterday   Stacey Fujikawa 

Dear People of Higashikawa,
It’s hard to believe that by the time you read this article it is likely that I will already 
be gone. My !nal months in Higashikawa have passed too quickly, and I’m not quite 
ready to leave. "ere are still many things I want to do, places I want to visit, and 
people who I want to spend more time with. 
You will soon see some new faces in town. "ere are two new ALTs (Assistant 
Language Teacher), a new Latvian CIR (Coordinator for International Relations), 
and an SEA (Sports Exchange Advisor) coming to Higashikawa this summer. "ey 
will bring new energy and experiences to the schools and town. I hope your time 
together is as enjoyable as my time here has been.
"ank you so much for your kindness, generosity, and all the wonderful memories these past three years. I will never 
forget it. And so, I guess this is farewell, but hopefully not forever. I hope to see you again. Take care. 
Sincerely,
Stacey

第110回

たかが「th」、されど「th」
　「発音なんか気にしなくても通じる」と言う人がいます。そ
うかなあ。そのせいで英検の面接に落ちてしまったら、どうで
すか？　
　例えば「th」の発音。英検の面接では、よくhealthyという単
語が出ます。日本語でもよく使う「ヘルシー」。ところが正し
い発音では〝消える魔球〟のようになり、聞きとれない受験生
が続出です。わずか５問で合否を判断される面接で、１問丸々
アウト。ぞっとしませんか。正しい発音を教えてくれる人がい

たらよかったのに、と気の毒に思います。
　「th」は、上の前歯より少し前に舌を出して発音します。東
川中の生徒にはこの発音の重要性をいい続けています。
　発音できない単語は聞き取れない。リスニングができなくな
ります。this に始まって、that, the, they, these, those, there, 
then. とにかく「th」の入ってない文を探す方が難しいくらい
です。「私は思う」の I think だって、I sinkと発音したら、
「わたしはブクブク沈んじゃう」ですからね。
　もう一つの大事な発音が「f」。これまた面接でfall（秋）と
いう単語が出ます。「ホール」と思っている子たちには質問の
意味がわからない。
　そんな話をしていたら、新婚旅行の機内で「コーヒー」が通
じず、コーラが出てきた、という話が職員室で出ました。
coffeeの「f」の音。大事、大事！　「f」と「v」の口の形は同
じです。よく「唇をかむ」と習うようですが、かんだら血が出
ます。前歯で軽く下の唇を押さえるだけ。摩擦でかすれたよう
な音になる。それが「f」の音です。身に付くまでは根気がい
ります。でもあきらめたら、そこで試合終了です。

【ちょっと豆知識】宮地晶子
　Tomorrow Turned Into Yes-
terdayという表現が出ました
ね。明日は確実に昨日になるので
すね。”Yesterday, today, to-
morrow”という名前のビオラの
花は、白く咲いて、少しずつ水
色、紫と変化します。”Learn 
from yesterday.  Live for 
today.   Hope for tomorrow.”
「昨日から学び、今日を生きる。
明日には希望を」―。どうしても
３つ並べたくなりますね。

（訳：宮地晶子）

さよなら・パート３　明日が昨日になって　ステーシー・フジカワ
東川の皆さまへ
　これをみなさんが見るころには、もうここに居ないなんて信じがたいです。最後の数カ月はあっという間で、お
別れの心の準備もできていません。まだやり残したことや訪ねたい場所がたくさんあり、共に過ごしたい人もいっ
ぱいいます。
　でもこの夏、まもなく町に新顔がやってきます。新しい外国語指導助手２人、ラトビア人国際交流員１人、そし
てスポーツ国際交流員１人です。学校や町に新しい元気と経験や知識をもたらすでしょう。私が楽しい時を過ごし
たように、また楽しい出会いになりますように。
　この３年間のみなさんのご親切と広い心、素晴らしい思い出すべてに感謝します。一生忘れません。さあ、お別
れです。でも永遠に、ではありません。またお目にかかれますように。どうかお元気で。

敬　具　
　ステーシー
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　 俳　

句

声
出
せ
ぬ
馬
の
目
に
蠅
と
び
ま
わ
る

遊
ん
で
も
ま
だ
ま
だ
遠
い
夏
至
の
夜

か
き
氷
食
め
ば
顳
顬
痛
む
な
り

駄
菓
子
屋
に
夕
焼
ひ
と
つ
買
い
に
ゆ
く

夫
の
留
守
の
ん
び
り
友
と
氷
水

夕
餉
ど
き
蠅
一
匹
と
知
恵
く
ら
べ

縁
日
の
は
だ
か
電
球
か
き
氷

軒
先
に
ゆ
れ
る
や
去
年
の
氷
旗

干
草
や
ね
こ
ろ
び
て
見
る
空
広
し

か
き
氷
話
途
切
れ
て
か
き
ま
ぜ
る

別
の
名
を
爪
切
り
草
と
教
え
ら
れ

盛
り
つ
け
は
ふ
わ
っ
と
押
さ
え
て
か
き
氷

桐
箱
の
身
動
き
で
き
ぬ
さ
く
ら
ん
ぼ

お
し
ゃ
べ
り
の
後
の
沈
黙
掻
き
氷

開
か
れ
し
天
の
岩
戸
も
立
夏
な
り

暑
き
夜
や
ひ
と
と
き
の
涼
星
あ
そ
び

庭
越
し
に
何
処
も
早
起
き
日
々
草

告
白
は
余
白
を
残
し
月
涼
し

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

俳　

句

俳　

句

　

結
婚
は
敏
雄
さ
ん
33
歳
、
あ
き
さ
ん
26
歳
の
時
。

町
内
の
精
米
所
で
働
い
て
い
た
時
、
近
所
の
酒
屋
の

お
じ
さ
ん
が
人
柄
を
見
込
ん
で
縁
談
を
勧
め
て
く
れ

た
の
で
す
。

　

東
川
生
ま
れ
の
あ
き
さ
ん
は
、
小
学
校
４
年
生
の

時
に
顔
面
に
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
強
打
さ
れ
、
音
の
方

向
が
分
か
る
程
度
し
か
両
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
ま
っ
た
く
聞
こ
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

４
年
生
の
時
以
来
、
教
育
ら
し
い
教
育
を
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
「
文
字
も
料
理
も
、
編
み
物
も
洋
裁
も

ミ
シ
ン
も
、
ぜ
〜
ん
ぶ
父
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ

た
」
。

　

敏
雄
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
教
わ
っ
た
そ

う
で
す
。
「
父
さ
ん
は
ワ
シ
に
は
も
っ
た
い
な
い
。

気
品
が
あ
っ
て
学
問
も
あ
る
し
、
心
も
広
い
人
」
。

何
度
も
何
度
も
そ
う
強
調
す
る
自
慢
の
夫
で
す
。

　

敏
雄
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
。
終
戦
混
乱
期
の
１
９

４
７
（
昭
和
22
）
年
、
復
員
後
の
職
業
紹
介
所
で
や

っ
と
炭
鉱
員
の
職
を
見
つ
け
て
夕
張
へ
。
そ
の
後
友

人
を
頼
っ
て
東
川
の
精
米
所
に
勤
め
ま
し
た
。
こ
の

時
31
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
２
日
後
に
21
歳
で
招
集
を
受

け
て
入
隊
。
終
戦
ま
で
４
年
間
、
北
支
戦
線
（
中
国

東
北
部
）
な
ど
を
転
戦
し
、
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ
て

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
激
動
の
戦
時
下
、
戦
後
混
乱

期
を
生
き
抜
き
、
東
川
に
着
い
た
時
、
入
隊
か
ら

ち
ょ
う
ど
10
年

が
経
っ
て
い
ま

し
た
。

　

家
庭
の
事
情
で
尋
常
小
学
校
し
か
出
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
10
代
の
こ
ろ
か
ら
国
内
外
の
文
学
書
、
哲
学

専
門
書
な
ど
を
読
み
込
む
文
学
少
年
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
炭
鉱
時
代
は
「
職
場
詩
人
」
と
言
わ
れ
、
新
聞
、

機
関
誌
に
次
々
と
投
稿
し
て
懸
賞
金
も
ず
い
ぶ
ん
稼

い
だ
そ
う
で
す
。

　

80
歳
を
過
ぎ
て
独
学
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ

（
パ
ソ
コ
ン
編
集
）
の
知
識
を
学
び
、
編
集
デ
ザ
イ

ン
力
は
本
格
派
。
自
ら
の
半
生
記
を
１
冊
２
０
０

ペ
ー
ジ
以
上
の
８
分
冊
に
分
け
て
完
成
さ
せ
た
ほ
ど

で
す
。

　

戦
後
を
夫
唱
婦
随
で
支
え
合
っ
て
き
ま
し
た
。

「
結
婚
３
日
目
か
ら
ス
コ
ッ
プ
担
い
で
あ
ち
こ
ち
作

業
員
仕
事
に
行
っ
た
」
と
い
う
新
婚
生
活
。
１
９
５

９
（
昭
和
34
）
年
の
伊
勢
湾
台
風
被
害
の
倒
木
切
り

出
し
で
営
林
署
勤
め
を
始
め
、
作
業
員
と
し
て
８
年

間
各
地
の
山
々
で
働
き
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
が
落
ち
着
い
た
の
は
、
東
川
町
内
の
木
工

所
に
勤
め
始
め
た
41
歳
ご
ろ
か
ら
。
50
歳
で
ボ
イ

ラ
ー
技
士
免
許
、
60
歳
を
過
ぎ
て
危
険
物
取
り
扱
い

者
資
格
を
取
得
し
、
90
歳
ま
で
新
聞
配
達
も
続
け
た

努
力
家
で
も
あ
り
ま
す
。

人
生
を
拓
く

む
ろ
お
か　

  

と
し
お

室
岡 

敏
雄
さ
ん
（
93
）

　
　

 

あ
き
さ
ん
（
85
）

ひ
ら

３北
町
２
丁
目
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くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

人のうごき　6月16日～7月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

24,500

20,000

16,500

12,200

基準値の
1㎡

当たりの
価格
（円）

17,134

14,590

12,947

9,769

固定資産
税評価額
（円、おお
むね価格
の70％）

14,000

14,000

13,200

11,000

基準値の
1㎡

当たりの
価格
（円）

9,702

9,702

9,702

8,514

固定資産
税評価額
（円、おお
むね価格
の70％）

15,200

15,000

13,200

10,500

基準値の
1㎡

当たりの
価格
（円）

10,074

10,070

9,690

7,980

固定資産
税評価額
（円、おお
むね価格
の70％）

50,500

40,000

31,100

20,500

基準値の
1㎡

当たりの
価格
（円）

33,890

26,811

22,932

16,893

固定資産
税評価額
（円、おお
むね価格
の70％）

基準地①（住宅地）

東町1丁目1511番2

東町1丁目5番

土地地番

平成10年7月1日

  〃  15年7月1日

  〃  20年7月1日

  〃  25年7月1日

調査年月日
（各年１月１日

現在）

住所

基準地②（住宅地）

西町3丁目260番98

西町3丁目12番

基準地③（住宅地）

西町8丁目25番12

西町8丁目2番

基準地④（商業地）

南町1丁目1360番1外

南町1丁目2番

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,914人
3,684人
4,230人
3,478戸

3人
13人
17人
25人

　
19人）
10人）
9人）
5戸）

人口・世帯数　6月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区
11区
25区
11区
西町3丁目
新栄
12区
6東区

　
歳
70歳
78歳
67歳
67歳
94歳
87歳
90歳

おくやみ
亡き人
髙橋　範子
尾上　尚美
神原　正人
植田　豊彦
宮本　兼一
阿部　シズイ
滝本　コユキ

届出人
髙橋　良夫
尾上　アサヱ
本夛　綾
植田　晴美
宮本　信和
阿部　庄二
滝本　泰光

て
い
ま
す
。

　

指
摘
の
土
地
は
、
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
地
価
調
査
の
結
果
、
売
買
実
例
を

基
に
適
正
な
価
格
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

地
価
を
比
較
し
て
い
る
道
の
駅
・
道
草

館
用
地
の
取
得
価
格
（
平
成
４
年
〜
同

10
年
に
か
け
て
取
得
）
に
比
べ
て
低
額

の
処
分
価
格
と
な
っ
た
点
は
、
地
価
が

下
が
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
（
税
務
課
資
料
参
照
）
。

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
課
税
室
☎
内
線

1
2
3

東
川
町
内
宅
地
の
標
準
価
格
推
移

（
北
海
道
基
準
地
）

　

27
年
度
は
３
年
ご
と
に
実
施
し
て
い

る
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
度
で
す
。

町
は
現
在
、
評
価
替
え
に
向
け
て
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
基
準
と
な
る
北

海
道
基
準
地
の
町
内
標
準
価
格
の
推
移

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

宅
地
に
か
か
る
固
定
資
産
の
評
価
額

は
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
度
以
降
、

評
価
替
え
の
た
び
に
下
が
っ
て
い
ま
す

が
、
本
来
の
課
税
標
準
額
に
達
し
て
い

な
い
土
地
は
な
だ
ら
か
に
税
負
担
を
上

昇
さ
せ
る
負
担
調
整
措
置
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
５
％
ず
つ
税
負
担

を
上
昇
さ
せ
る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
内
に
は
現
在
、
北
海
道
地
価
調

査
の
基
準
値
で
あ
る
宅
地
が
４
カ
所
あ

り
、
毎
年
９
月
に
７
月
１
日
現
在
の
価

先
的
に
随
意
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
隣
接

す
る
権
利
関
係
者
に
対
し
て
随
意
契
約

で
財
産
処
分
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。

▼
30
万
円
以
上
の
随
意
契
約
は
違
法

じ
ゃ
な
い
の
？

　

地
方
自
治
法
で
は
、
随
意
契
約
で
き

る
場
合
の
要
件
と
し
て
９
項
目
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
会
報
で
は
７
項
目
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
新
の
自
治
法
で

は
９
項
目
あ
り
、
30
万
円
未
満
の
契
約

は
そ
の
う
ち
の
１
項
目
に
該
当
し
ま
す
。

そ
の
他
８
項
目
の
要
件
が
あ
り
、
文
書

中
で
指
摘
の
売
買
は
、
「
競
争
入
札
に

適
さ
な
い
も
の
及
び
時
価
に
比
べ
て
著

し
く
有
利
な
価
格
で
契
約
で
き
る
見
込

み
の
あ
る
場
合
」
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
認
め
ら
れ
た
契
約
で
す
。

▼
土
地
の
処
分
で
あ
れ
ば
建
物
を
壊
し

て
売
る
べ
き
で
は
？

　

取
り
壊
し
費
用
が
高
額
で
、
土
地
代

よ
り
も
高
く
な
る
場
合
に
は
、
希
望
に

よ
り
現
況
処
分
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

旧
第
一
分
団
庁
舎
は
、
取
り
壊
し
費

用
が
５
５
０
万
円
程
度
か
か
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
現
況
処
分
す
る
こ
と

が
財
産
処
分
上
有
益
だ
っ
た
も
の
で
す
。

▼
土
地
代
は
安
す
ぎ
る
の
で
は
？

　

別
表
の
東
川
町
内
宅
地
の
標
準
価
格

推
移
（
北
海
道
基
準
値
）
で
お
分
か
り

の
と
お
り
、
土
地
価
格
は
、
町
内
商
業

地
の
場
合
15
年
前
の
半
値
以
下
に
な
っ

格
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
１
９
９
８
（
同

10
）
年
か
ら
２
０
１
３
（
同
25
）
年
ま

で
５
年
ご
と
の
状
況
は
別
表
の
と
お
り

で
す
（
各
基
準
地
の
右
欄
は
同
年
1
月

1
日
の
東
川
町
固
定
資
産
税
評
価
額
）
。

 
定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
☎
内
線
１
１

１年
金
は
、夫
婦
だ
った
期
間
に
応
じ
て

分
割
で
き
ま
す

　

離
婚
し
た
時
、
夫
婦
間
の
年
金
は
、

厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事

者
間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
離
婚
分
割
」
と
い
い
ま
す
。

年
金
の
制
度
に
よ
っ
て
仕
組
み
が
違
っ

て
お
り
、
厚
生
年
金
制
度
の
合
意
分
割

制
度
（
19
年
４
月
か
ら
実
施
）
、
国
民

年
金
制
度
の
３
号
分
割
制
度
（
20
年
４

月
か
ら
実
施
）
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所
☎
72
│
５

０
０
４

▼
合
意
分
割
制
度

　

婚
姻
期
間
が
あ
っ
た
双
方
か
ら
の
請

求
に
よ
っ
て
、
婚
姻
中
の
厚
生
年
金
記

録
（
標
準
報
酬
月
額
と
標
準
賞
与
額
＝

保
険
料
納
付
記
録
）
を
分
割
で
き
る
制

度
で
す
（
事
実
婚
を
含
む
）
。

　

双
方
は
、
分
割
す
る
こ
と
、
そ
の
案

分
割
合
を
合
意
し
た
上
で
、
年
金
事
務

所
に
厚
生
年
金
の
分
割
請
求
手
続
き
を

行
い
ま
す
（
※
１
）
。

　

請
求
は
以
下
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
４
月
１

日
以
降
に
離
婚
、
ま
た
は
事
実
婚
関
係

を
解
消
し
て
い
る
②
双
方
の
合
意
ま
た

は
裁
判
手
続
き
に
よ
っ
て
年
金
の
分
割

割
合
を
定
め
て
い
る
③
請
求
期
限
を
経

「
明
る
い
東
川
を
創
る
会
」の
会
報
に

つ
い
て

　

い
わ
ゆ
る
「
明
る
い
東
川
を
創
る
会
」

な
ど
と
称
す
る
任
意
団
体
は
、
そ
の
名

の
も
と
に
、
町
内
で
こ
れ
ま
で
に
町
内

会
報
た
る
文
書
配
布
、
月
刊
誌
へ
の
情

報
提
供
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
北
海

道
へ
の
審
査
請
求
、
ま
た
総
務
省
北
海

道
管
区
行
政
評
価
局
、
北
海
道
に
対
し

て
会
報
の
送
付
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
機
関
た
る
町
は
、
町
行
政
、
町
議

会
に
対
す
る
た
び
重
な
る
憶
測
、
い
わ

ゆ
る
疑
念
な
ど
と
の
主
張
に
対
し
て
真

摯
（
し
ん
し
）
に
対
応
し
、
こ
れ
ま
で

静
観
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
、

事
実
と
は
厳
に
異
な
る
内
容
が
流
布
さ

れ
た
こ
と
に
関
し
、
町
と
し
て
町
民
の

皆
さ
ま
に
正
確
な
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
明
る
い
東
川
を
創
る
会
」
た

る
団
体
は
、
北
海
道
に
対
し
て
地
方
自

治
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
を
行
っ
て
い

す
。
中
で
も
酒
酔
い
運
転
が
原
因
の
死

亡
事
故
が
前
年
に
比
べ
て
倍
増
し
、
歯

止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
（
７
月
16
日
現

在
）
。

　

飲
酒
す
る
と
気
が
大
き
く
な
り
が
ち
。

「
酔
っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
安

易
に
車
を
運
転
す
る
と
大
事
故
に
直
結

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

酒
酔
い
、
酒
気
帯
び
運
転
は
、
道
路

交
通
法
の
改
正
に
よ
っ
て
厳
罰
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
刑
法
改
正
（
昨
年

12
月
）
に
よ
っ
て
「
危
険
運
転
致
死
傷

罪
」
が
新
設
に
な
り
ま
し
た
。
飲
酒
運

転
に
よ
っ
て
事
故
を
起
こ
し
、
人
を
死

傷
さ
せ
た
場
合
、
故
意
（
危
険
を
知
っ

て
い
た
の
に
犯
し
た
傷
害
行
為
）
で
あ

れ
ば
、
「
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
」

に
比
べ
て
２
倍
以
上
に
厳
罰
化
さ
れ
た

罪
に
問
わ
れ
ま
す
。

　

加
害
者
は
、
民
法
上
の
賠
償
責
任
も

負
い
ま
す
。
仕
事
も
、
家
庭
も
、
名
誉

も
、
す
べ
て
を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
２
８
、

２
２
０

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
！　
生
涯
悔
や
む

飲
酒
運
転・飲
酒
事
故

　

飲
酒
運
転
が
原
因
の
交
通
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
夏
季
シ
ー
ズ
ン
は
飲

酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
車
を
運

転
す
る
皆
さ
ん
は
、
「
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
」
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、
飲
酒

運
転
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
13
日
、
小
樽
市
銭
函
の
ド
リ
ー

ム
ビ
ー
チ
を
結
ぶ
海
岸
道
路
で
、
海
岸

か
ら
帰
宅
途
中
の
29
歳
と
30
歳
の
女
性

４
人
が
、
中
型
Ｒ
Ｖ
車
を
飲
酒
運
転
し

て
い
た
31
歳
の
飲
食
店
従
業
員
に
ひ
き

逃
げ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
故
で
３
人

が
死
亡
、
１
人
が
重
傷
を
負
う
事
故
が

起
き
ま
し
た
。

　

道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
80
人
と
、

昨
年
に
比
べ
て
10
人
も
増
加
し
て
い
ま

ま
す
が
、
北
海
道
知
事
は
町
の
対
応
に

つ
い
て
「
公
権
力
の
行
使
で
は
な
い
」

「
審
査
請
求
は
不
適
法
」
と
裁
決
し
、

本
件
審
査
請
求
は
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

▼
公
有
財
産
と
は

　

旧
第
一
分
団
の
消
防
団
庁
舎
、
防
火

水
槽
は
行
政
財
産
の
た
め
処
分
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
公
募
で
な
く

特
定
の
個
人
に
処
分
し
た
方
法
が
違
法

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

公
有
財
産
に
関
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

公
有
財
産
（
町
の
財
産
）
と
は
、
地
方

自
治
法
で
公
有
財
産
、
物
品
及
び
債
権

並
び
に
基
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
役

場
な
ど
が
そ
の
事
務
や
事
業
を
行
う
た

め
に
直
接
使
用
す
る
役
場
庁
舎
、
病
院
、

福
祉
施
設
、
学
校
、
公
園
な
ど
の
「
行

政
財
産
」
と
、
行
政
財
産
以
外
の
土
地

や
建
物
な
ど
で
、
個
人
の
財
産
と
同
じ

よ
う
に
貸
し
付
け
、
ま
た
は
売
却
で
き

る
「
普
通
財
産
」
に
分
類
で
き
ま
す
。

▼
処
分
可
能
な
公
有
財
産
と
は

　

町
は
、
行
政
財
産
を
売
却
等
処
分
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
普
通
財
産

は
売
却
等
処
分
を
で
き
ま
す
。
行
政
財

産
か
普
通
財
産
か
の
判
断
は
、
使
用
の

実
態
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
特
定
の

町
内
任
意
団
体
に
貸
し
付
け
て
き
た
旧

消
防
庁
舎
（
囲
碁
会
館
）
は
、
普
通
財

産
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
性

質
の
財
産
で
す
。
仮
に
建
物
の
基
礎
部

分
に
公
共
用
途
と
し
て
防
火
水
槽
が
並

置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
体
と
し

て
普
通
財
産
と
し
て
財
産
処
分
す
る
こ

と
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
契
約
の
方
法
に
問
題
な
い
の
？

　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
度
に
町
が

定
め
た
「
遊
休
町
有
地
財
産
処
分
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
適
用
し
て
い

ま
す
。

　

普
通
財
産
の
処
分
の
際
に
は
、
隣
接

す
る
権
利
関
係
者
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
た
め
、
隣
接
権
利
関
係
者
の
意
向

を
確
認
し
、
購
入
の
希
望
が
あ
れ
ば
優

夜間納税と相談の日

8月11日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

8月11日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

8月11日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

税務課収納室

　
行政区　
23区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
牧　聖也　　　　進藤　沙彩
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住宅新築の時などに活用できる町の各種資金支援制度

対 象

町内業者が施工す
る木造のカーポー
ト、車庫、物置の
建設、または木製
家具購入費

一戸建て専用住宅
の建設費
２世帯住宅の建設
費

北方型住宅の建設
費

住宅太陽光発電シ
ステムの設置費

薪ストーブ、木質
ブリケットストー
ブ、木質ペレット
ストーブの設置費

一戸建て住宅の耐
震改修工事費

金額（上限額、④を
除き経費の１/２）

50万円
２世帯住宅の場
合100万円
指定区画外の場
合20万円

100万円
２世帯住宅の場
合200万円
増改築の場合100
万円

200万円
２世帯住宅の場
合400万円

公称最大出力
(kw）×７万円で
算出
21万円

50万円

30万円

要件
（すべてを満たすこと）

○住宅本体を新築すること
○東川風住宅設計指針に定める基準に
　合致すること
○床面積50㎡～280㎡であること など

○親または子が町外から転入し、自ら
　居住用の住宅を町内に新築または増
　・改築する者
○東川風住宅設計指針に定める基準に
　合致すること
○床面積100㎡以上
○補助③と併用不可　など

○北方型住宅の認定を受けていること
○東川風住宅設計指針に定める基準に
　合致すること
○床面積100㎡以上
○補助②と併用不可　など

○住宅に供給するもの
○太陽電池の最大出力は10kW以下

○二次燃焼以上のシステム搭載
○材質が鋳鉄、鋼板または同等の耐久
　性があること
○二重煙突である

現行の住宅耐震関係規程と同程度の性
能を満たしていないと判断し実施する
場合

補助事業名

①景観住宅
建築支援

②２世帯居
住推進

③北方型住
宅建設推進

④住宅太陽
光発電シス
テム設置

⑤薪ストー
ブ等設置

⑥既存住宅
耐震改修

※補助となる対象はいろいろなケースがあります。詳しくはお問い合わせください。

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

都市建設課公共工事の入札結果　町内公共工事の入札結果をお知らせします。

6月26日 林業専用道（規格相当）中の沢2号線開設事業 松井組工建㈱ 13,716 指名競争入札

〃 農業体験施設整備工事 松井組工建㈱ 31,320 〃

〃 地域交流センター駐輪場建設工事 ㈱小岩組 3,348 〃

〃 東川小学校駐輪場等建設工事 ㈱小岩組 12,744 〃

〃 西3号道路改良工事 ㈱藤田組 48,600 〃

〃 耐震性貯水槽設置工事 藤田建設工業㈱ 12,960 〃

〃 西部処理区管渠（かんきょ）新設工事（第1工区） ㈱藤田組 3,780 〃

〃 旭岳温泉駐車場整備工事 花本建設㈱ 31,860 〃

〃 地域交流センター外構整備工事 花本建設㈱ 19,440 〃

上岐登牛道路改良工事 花本建設㈱ 132,300 〃同月30日

旭岳温泉駐車場整備工事（電気工事） ㈱電業 14,580 〃7月10日

〃 国際交流会館建設地中熱ヒートポンプ整備工事 56,700 〃飯塚・東洋・山田特定建
設工事共同企業体

㈱山田ポンプ商会〃 阿波団体地区飲料水供給施設整備工事 49,680 〃

入札日 設　備　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、千円）
契約方法等

　

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
尿
放
置
、
悪
臭
で
お

悩
み
の
方
か
ら
、
飼
い
主
は
ふ
ん
尿
処

理
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
申

し
入
れ
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、
申
し

入
れ
者
が
ふ
ん
尿
の
放
置
を
し
て
い
る

当
事
者
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
表
現

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ふ
ん
尿
の
路
上
放
置
は
、
町

内
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主

の
皆
さ
ま
は
、
散
歩
時
な
ど
に
路
上
に

ペ
ッ
ト
ふ
ん
尿
を
放
置
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
ふ
ん
尿
は
、
そ
の
場
で

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
帰
り

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

臨
時
職
員
募
集
の
お
問
い
合
わ
せ
は

公
共
施
設
管
理
室
☎
内
線
２
３
８
、
２

３
９
、
資
金
支
援
制
度
に
関
し
て
は
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
☎
内
線
２
３
２
、
２

３
３

冬
期
除
雪
業
務
の
臨
時
職
員
を
募
集

　

町
は
除
雪
業
務
の
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
期
日
ま
で
に

定
数
外
職
員
履
歴
書
（
所
定
用
紙
）
提

出
、
定
員
外
職
員
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。
す
で
に
登
録
が
お
済
み
の
方
は
再

提
出
の
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間　

８
月
４
日
（
月
）
〜
９
月

　

30
日
（
火
）

提
出
書
類　

履
歴
書
（
顔
写
真
付
き
）
、

　

運
転
免
許
証
（
表
裏
の
写
し
）
、
車

　

両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
了

過
し
て
い
な
い
（
離
婚
を
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
２
年
以
内
）
―
。

　

（
※
１
）
案
分
割
合
と
は
、
離
婚
す

る
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
「
標
準
報
酬
」

総
額
の
合
計
額
の
う
ち
、
分
割
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
増
額
と
な
る
側
の
分

割
後
の
持
ち
分
と
な
る
割
合
を
示
し
た

も
の
。

▼
３
号
分
割
制
度

　

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
で
あ

っ
た
方
か
ら
の
請
求
に
よ
っ
て
、
相
手

方
の
厚
生
年
金
記
録
を
２
分
の
１
ず
つ

分
割
で
き
る
制
度
で
す
（
※
２
）
。

　

請
求
は
以
下
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
５
月
１

日
以
降
に
離
婚
、
ま
た
は
事
実
婚
関
係

を
解
消
し
て
い
る
②
同
日
以
降
、
双
方

の
一
方
に
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

期
間
が
あ
る
③
請
求
期
限
を
経
過
し
て

い
な
い
（
離
婚
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
２
年
以
内
）
―
。

　

（
※
２
）
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険

者
と
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

ま
た
は
各
種
共
済
組
合
年
金
の
組
合
員

の
被
扶
養
配
偶
者
で
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
を
い
い
ま
す
。

訂
正

　

広
報
７
月
号
く
ら
し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
欄
（
21
㌻
）
の
「
犬
、
猫
ペ
ッ
ト
マ

ナ
ー
」
に
関
す
る
掲
載
記
事
中
、
誤
解

を
生
む
表
現
が
あ
り
ま
し
た
点
を
訂
正

い
た
し
ま
す
。

　

証
（
写
し
）

採
用
期
間　

12
月
１
日
〜
来
年
３
月
31

　

日
賃
金　

日
額
８
千
６
０
０
円

要
件　

町
内
在
住
者
で
大
型
１
種
、
大

　

型
特
殊
１
種
各
免
許
所
持
者
、
車
両

　

系
建
設
機
械
技
能
講
習
修
了
証
を
有

　

す
る
方

登
録　

所
定
の
定
数
外
職
員
履
歴
書

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

（
所
定
の
用
紙
は
役
場
企
画
総
務
課
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

町
道
通
行
止
め
期
間
の
延
長

　

ノ
カ
ナ
ン
橋
（
延
長
37
㍍
）
と
前
後

道
路
復
旧
、
補
修
工
事
の
た
め
、
昨
年

10
月
下
旬
か
ら
一
部
通
行
止
め
が
続
い

て
い
る
町
道
「
忠
別
ダ
ム
天
人
峡
旭
岳

線
」
（
通
称
忠
別
川
右
岸
道
路
）
は
、

当
初
の
工
事
予
定
期
間
が
延
長
に
な
る

た
め
、
今
年
10
月
上
旬
ま
で
通
行
止
め

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

新
築
時
な
ど
に
活
用
で
き
る
各
種
資

金
支
援
制
度

　

町
内
に
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
な
ど

に
資
金
負
担
を
軽
減
し
て
も
ら
う
た
め
、

町
で
は
そ
の
一
部
を
支
援
す
る
各
種
補

助
制
度
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
住
宅
を
建
設
し
て
住
ん
で
い

た
だ
く
方
を
支
援
す
る
た
め
の
資
金
支

援
制
度
で
す
。
今
年
か
ら
○
２
世
帯
居

住
推
進
補
助
○
北
方
型
住
宅
の
建
設
補

 

写
真
の
町
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
５
９
１
、

５
９
２

助
○
薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
補
助
―
の
３
制

度
が
新
た
に
登
場
し
ま
し
た
。
居
住
用

の
住
宅
を
町
内
に
新
築
予
定
、
ま
た
は

ご
検
討
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
町
民
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
写
真
集
」

の
写
真
作
品
募
集

　

写
真
の
町
30
年
を
記
念
し
て
「
町
民

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
写
真
集
」
の
写
真

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど

詳
細
は
、
広
報
誌
と
一
緒
に
配
布
す
る

募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
未
来
に
伝
え
た
い
東
川
町
」
を

テ
ー
マ
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
人
、

自
然
、
文
化
な
ど
の
写
真
を
応
募
い
た

だ
き
、
町
内
在
住
の
写
真
家
５
人
が
町

内
で
撮
影
し
た
作
品
と
合
わ
せ
て
記
念

写
真
集
を
制
作
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
く
全
作
品
を
写
真
集
に

掲
載
し
ま
す
。
完
成
後
の
写
真
集
は
、

来
年
３
月
町
内
全
世
帯
に
配
布
し
、
併

せ
て
同
年
４
月
に
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

写
真
展
も
開
き
ま
す
。

テ
ー
マ　

未
来
に
伝
え
た
い
東
川
町

（
人
物
、
自
然
風
景
、
動
植
物
、
イ

ベ
ン
ト
、
歴
史
、
文
化
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
は
不
問
）

期
限　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

枚
数　

一
人
１
作
品

サ
イ
ズ　

L
判
、
２
L
版
、
四
つ
切
り
、

　

Ａ
４
サ
イ
ズ

映
画「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル
」無

料
上
映
会

　

写
真
甲
子
園
実
行
委
員
会
が
主
催
し

て
映
画
・
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル

（
２
０
１
３
年
、
手
塚
眞
、
コ
バ
ヤ
シ

モ
ト
ユ
キ
、
寺
内
康
太
郎
各
監
督
・
脚

本
、
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル
製
作
委

員
会
）
の
無
料
上
映
会
を
開
き
ま
す
。

　

監
督
３
人
の
短
編
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
。

そ
の
中
の
１
編
、
「
写
真
っ
て
何
？
」

（
コ
バ
ヤ
シ
モ
ト
ユ
キ
監
督
）
を
上
映

し
ま
す
。
当
日
は
コ
バ
ヤ
シ
監
督
が
来

町
し
舞
台
あ
い
さ
つ
の
予
定
で
す
。

　

２
年
前
、
日
本
文
芸
社
か
ら
初
版
発

行
し
た
同
名
コ
ミ
ッ
ク
作
品
（
桐
木
憲

一
作
）
の
映
画
化
作
品
。

　

高
校
の
写
真
部
に
所
属
す
る
写
真
好

き
の
少
女
、
夢
路
歩
（
ゆ
め
じ
・
あ
ゆ

み
）
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
ま
ち
歩
き

し
、
身
近
に
隠
れ
た
名
ス
ポ
ッ
ト
を
フ

ィ
ル
ム
に
収
め
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
。

日
時　

８
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料
（
予
約
不
要
）

  

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
☎
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

臨
時
福
祉
給
付
金
、子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
が
出
ま
す

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ
引
き

上
げ
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の

低
い
方
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を

給
付
し
ま
す
。
申
請
の
受
け
付
け
は
社

会
福
祉
室
で
す
。

▼
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
者　

本
年
度
住
民
税
非
課
税
の
方
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

後期高齢者健診　保健福祉課
実 施 日
会 場
対 象
内 容
料 金
申 し 込 み

８月１日㈮～来年２月25日㈬（土、日、祝日除く）
町立診療所
75歳以上の町民（65歳以上で後期高齢者医療保険の加入者含む）
尿、血液、身体測定、問診、医師診察、血圧測定、心電図、胸部Ⅹ線
無料
町立診療所（希望日の３日前まで）☎82－２１０１

日 時 ８月28日㈭＝午後３時～同５時、同月29日㈮＝午後５時～同７時
会 場 保健福祉センター

対象行政区 １、２東、２西、３、４南、新栄（４北）５南、５北、６東、６西、７南、７北、８、９、10、11、12、13南、
13北、14、15、16東、16西

そ の 他 ５年に１度受診の対象。希望者は保健福祉センターに直接お越しください（申し込み不要）

対 象 者 対象行政区で小学３年生以上の町民、対象行政区以外で５年以上１度も検査を受けていない町
民（対象者への個別通知はありません）

内 容 採血による血清反応検査（結果は約１カ月後に判明します）、精密検査の必要の有無をお知らせし
ます

エキノコックス症検診　保健福祉課

込
め
詐
欺

　

東
川
町
が
給
付
金
を
給
付
す
る
た
め

に
、
手
数
料
の
銀
行
振
り
込
み
を
求
め

る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

東
川
町
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
い
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作

し
て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。 

　

「
給
付
金
受
け
取
り
の
た
め
に
手
数

料
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
町
の
職
員
と

称
し
て
自
宅
な
ど
に
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、
東
川

町
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
相

談
専
用
電
話
（
☎
＃
９
１
１
０
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
者

証
を
発
送
し
ま
し
た

　

今
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
を
拡
大
し
、
名
称
を
「
子
ど
も

医
療
費
助
成
」
制
度
に
改
正
し
ま
し
た
。

該
当
す
る
方
を
対
象
に
、
７
月
下
旬
に

水
色
の
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

新
制
度
は
８
月
の
受
診
分
か
ら
適
用
に

な
り
ま
す
。
８
月
受
診
分
か
ら
医
療
機

関
及
び
薬
局
窓
口
へ
新
た
な
受
給
者
証

を
ご
提
示
願
い
ま
す
。

　

新
制
度
は
、
医
療
費
助
成
対
象
年
齢

を
「
０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
」

（
満
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
方
）
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　

（
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課

　

税
さ
れ
て
い
る
方
、
生
活
保
護
を
受

　

け
て
い
る
方
は
対
象
外
） 

給
付
額　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

　

万
円
。
次
に
該
当
す
る
方
に
は
５
千

　

円
を
加
算
給
付
＝
老
齢
基
礎
年
金
、

　

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等

　

の
受
給
者
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

　

障
害
者
手
当
等
の
受
給
者 

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
対
し
て
、
７
月
14
日
（
月
）
に
申
請

の
案
内
を
送
付
し
ま
し
た
。
審
査
に
よ

っ
て
給
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
ら
、
給
付
金
を
指
定

の
金
融
機
関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

　

公
務
員
の
方
は
所
属
庁
か
ら
児
童
手

当
が
給
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
書
等
も

所
属
庁
か
ら
配
布
予
定
で
す
。
公
務
員

の
方
の
申
請
受
付
期
間
な
ど
は
同
じ
で

す
。
不
明
な
点
は
所
属
庁
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け　

７
月
15
日
か
ら

申
請
期
限　

10
月
15
日
（
水
）

対
象
者　

今
年
1
月
分
の
児
童
手
当
を

受
給
し
、
か
つ
昨
年
の
所
得
が
児
童

手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方

（
特
例
給
付
含
む
、
た
だ
し
臨
時
福

祉
給
付
金
の
対
象
者
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
）

給
付
額　

児
童
手
当
の
対
象
児
童
１
人

　

に
つ
き
１
万
円 

要
注
意
！　

給
付
金
支
払
い
装
う
振
り

子
ど
も
外
来
医
療
費
助
成
の
申
請
は

10
月
31
日
ま
で

　

小
、
中
学
生
の
通
院
医
療
費
の
助
成

と
し
て
実
施
し
て
き
た
「
子
ど
も
外
来

医
療
費
助
成
」
制
度
は
、
８
月
診
療
分

か
ら
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
制
度
の

開
始
に
伴
っ
て
終
了
し
ま
す
。
昨
年
４

月
か
ら
今
年
７
月
ま
で
に
お
子
さ
ん
の

治
療
に
か
か
っ
た
通
院
医
療
費
助
成
の

申
請
は
10
月
31
日
（
金
）
ま
で
が
申
請

期
限
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
○
子
ど
も

外
来
医
療
費
助
成
申
請
書
○
領
収
書
○

お
子
さ
ん
の
保
険
証
○
印
鑑
―
で
す
。

４
点
を
そ
ろ
え
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

８
月
診
療
分
か
ら
は
、
７
月
下
旬
に

郵
送
で
お
手
元
に
届
く
新
た
な
受
給
者

証
を
ご
持
参
の
上
、
医
療
機
関
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手

当
は
現
況
届
、所
得
状
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
前
年

の
所
得
、
養
育
状
況
等
を
確
認
で
き
る

「
現
況
届
」
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。
受
給
者
の
方
に
は
、
８

月
11
日
付
け
郵
便
物
で
ご
案
内
を
送
付

い
た
し
ま
す
（
予
定
）
。
集
中
受
付
期

間
に
提
出
を
お
願
い
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
下
半
期
施
設

利
用
者
説
明
会
を
開
き
ま
す

　

本
年
度
下
半
期
の
施
設
利
用
者
説
明

会
を
開
き
ま
す
。
利
用
予
定
の
方
（
団

体
関
係
者
）
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
利

用
計
画
の
提
出
締
め
切
り
は
８
月
11
日

（
月
）
で
す
。

日
時　

８
月
21
日
（
木
）
午
後
６
時

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

ル
ー
ム

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
82
|
５
１
０
０

子
育
て
講
演
会
を
開
き
ま
す

　

楽
し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
で
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

今
回
は
、
豊
か
な
心
を
育
て
て
く
れ

る
絵
本
を
通
し
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

家
庭
の
親
子

講
師　

こ
ど
も
冨
貴
堂
店
長
、
福
田
洋

　

子
さ
ん

内
容　

「
絵
本
は
た
の
し
い
♪
」

定
員　

な
し
（
要
予
約
）

親
子
バ
ス
遠
足
の
お
誘
い

　

リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
水
筒
を
持
っ

　

期
日
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
８

月
分
か
ら
手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま

す
。
既
に
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
資
格
喪
失
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

対
象
児
童
が
東
川
町
外
に
住
ん
で
い

る
場
合
は
、
別
居
監
護
申
し
立
て
書
、

在
学
（
在
寮
）
証
明
書
、
別
居
し
て
い

る
児
童
の
住
民
票
が
必
要
で
す
。

　

今
年
１
月
１
日
現
在
で
東
川
町
に
住

所
の
な
い
方
は
、
同
日
現
在
の
住
所
地

で
26
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成
25
年
分
）

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
同
居
人

等
生
計
を
一
に
し
て
い
る
者
が
東
川
町

以
外
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
場
合
も

必
要
）
。

受
付
期
間　

８
月
11
日
（
月
）
〜
同
月

　

29
日
（
金
）
＝
８
月
18
日
（
月
）
〜

　

同
月
20
日
（
水
）
は
窓
口
時
間
を
午

　

後
７
時
ま
で
延
長

提
出
場
所　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
室

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

持
ち
物　

保
健
福
祉
課
か
ら
送
付
す
る

　

書
類
、
印
鑑
、
手
当
証
書
（
証
書
は

　

受
給
中
の
方
の
み
）

 

教
育
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
☎
（
直
）
82
│
４
６
０
０

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
川
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
７
月
13
日
行
わ
れ
、
委

員
８
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
選
委
員
定
数
８
人
に
対
し
て
候
補

者
数
が
同
数
だ
っ
た
た
め
選
挙
は
行
わ

れ
ず
、
無
投
票
で
新
委
員
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
同
月
23
日
、
同
選
挙
後
初
の
東

川
町
農
業
委
員
会
総
会
が
役
場
で
開
か

れ
、
同
委
員
会
会
長
に
小
林
喜
一
さ
ん

（
59
）
、
職
務
代
理
に
窪
田
敏
博
さ
ん

（
66
）
が
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
任
委
員
と
し
て
東
和
土
地
改
良
区

推
薦
の
青
木
哲
也
さ
ん
（
67
）
、
上
川

中
央
農
業
共
済
組
合
同
、
篠
原
嘉
男
さ

ん
（
68
）
、
町
議
会
同
、
正
満
正
義
さ

ん
（
63
）
、
東
川
町
農
業
協
同
組
合
同
、

樽
井
功
さ
ん
（
55
）
が
そ
れ
ぞ
れ
加
わ

り
、
合
計
12
人
構
成
で
す
。　

　

新
た
な
農
業
委
員
は
次
の
通
り
（
敬

称
略
、
会
長
、
職
務
代
理
の
ほ
か
は
議

席
順
）
。

▼
会
長　

小
林
喜
一
（
59
）
▼
職
務

代
理　

窪
田
敏
博
（
66
）
▼
篠
原
嘉
男

（
68
）
▼
青
木
哲
也
（
67
）
▼
梶
畑
直

敏
（
46
）
▼
松
倉
龍
秀
（
60
）
▼
浅
沼

浩
一
（
40
）
▼
津
谷
俊
弘
（
55
）
▼
村

中
秋
夫
（
67
）
▼
樽
井
功
（
55
）
▼
正

満
正
義
（
63
）
▼
山
田
貞
治
（
59
）

東川町農業委員会委員の選挙結果のお知らせ 農業委員会
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2014 空の日/旭川空港まつり2014 空の日/旭川空港まつり2014 空の日/旭川空港まつり2014 空の日/旭川空港まつり

行事（悪天候、緊急事態で行事の一部を変更、中止する場合があります）

　 ▼航空管制塔、航空管制技術、気象業務の施設見学（抽選、小学４年生以上各回10人）

　 ▼空港消防車の放水実演、体験乗車（同、小、中学生各回２人）

　 ▼間近で飛行場を見学するバスツアー（同、小学生以上各回22人）

　 ▼ADO（エア・ドゥ）航空機の周辺見学と写真撮影会（同、小学生以上10人）

　 ▼ANA（全日本空輸）航空機の周辺見学と写真撮影会（同、同）

その他行事
　その他国内航空各社オリジナルグッズ販売、音楽ライブなど

往復はがきに希望のイベント名、住所、氏名、年齢、職業、連絡先電話を明記の上、８月26日㈫までにお申し
込みください（必着）。はがき1枚につき１応募１人。応募多数の場合は抽選。

9月7日㈰ 駐車場無料（当日のみ）

お申し込み／国土交通省旭川空港出張所内『旭川空港「空の日」実行委員会』
　　　　　　（〠071-1562 東神楽町東２線15号96）☎８３－２５４１

…①前９時②前10時③前11時
…前11時～正午（３回）
…①正午②後１時
…後12時40分～後1時40分
…後１時50分～後２時50分

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
金
行
社
長
）
か
ら
今
年
も
町
に
多
額

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
本
社
長
、
橋
本
博
昭
専
務
の
２
人

が
来
庁
、
松
岡
市
郎
町
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
町
で
は
写
真
の
町
事
業
に
役
立

て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尾
田
工
業
が
開
拓
１
２
０
年
記
念
の

寄
付

　

７
月
２
日
、
尾
田
工
業
（
旭
川
、
尾

田
鉄
男
社
長
）
か
ら
町
に
多
額
の
現
金

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
一
緒
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
大
型
遊

具
が
た
く
さ
ん
あ
る
公
園
で
す
。

日
時　

８
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
45

　

分
〜
午
後
１
時
15
分

場
所　

永
山
中
央
公
園
（
雨
天
時
は
木

　

路
歩
来
）

募
集　

８
月
１
日
か
ら
（
要
予
約
、
先

　

着
20
組
程
度
）

対
象　

家
庭
の
親
子

持
ち
物　

着
替
え
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
帽

　

子
、
お
弁
当
、
敷
き
物
、
飲
み
物

子
育
て
講
座
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
ご
案
内

　

子
育
て
で
運
動
不
足
の
お
母
さ
ん
、

体
を
動
か
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

８
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

募
集　

な
し
（
要
予
約
、
お
母
さ
ん
同

　

士
で
託
児
し
ま
す
）

対
象　

家
庭
の
親
子

内
容　

ミ
ニ
バ
レ
ー

持
ち
物　

上
靴
（
親
子
と
も
）
、
飲
み

　

物
、
タ
オ
ル

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

ライ
オ
ン
ズ
ク
、東
川
小
新
築
機
に
町

内
各
校
に
寄
贈

　

今
年
10
月
に
移
転
開
校
す
る
新
し
い

東
川
小
学
校
と
併
設
の
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
両
施
設
体
育
館
用
に
、
と
東
川
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
藤
田
裕
三
会
長
）

が
演
台
各
１
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
併

せ
て
町
内
の
第
一
、
第
二
、
第
三
各
小

学
校
、
東
川
中
学
校
に
学
校
図
書
整
備

資
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
藤
田
会
長
ら
役
員
３
人

が
来
庁
し
ま
し
た
。
松
岡
市
郎
町
長
に

目
録
（
１
５
０
万
円
相
当
）
を
手
渡
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

建
設
業
協
会
、木
製
ベン
チ
を
寄
贈

　

６
月
24
日
、
東
川
町
建
設
業
協
会

（
藤
田
裕
三
会
長
）
が
、
宴
会
用
木
製

ベ
ン
チ
（
大
小
合
計
90
脚
、
約
45
万
円

相
当
）
を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

藤
田
会
長
が
来
庁
し
、
松
岡
市
郎
町

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
同
ベ
ン

チ
は
す
で
に
５
月
、
羽
衣
公
園
で
行
っ

た
町
主
催
の
観
桜
会
で
客
席
と
し
て
使

用
し
ま
し
た
。
今
後
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花
本
建
設
か
ら
今
年
も
寄
付

　

６
月
24
日
、
花
本
建
設
（
旭
川
、
花

　

尾
田
社
長
、
高
橋
一
利
常
務
の
２
人

が
来
庁
し
、
開
拓
１
２
０
年
を
記
念
し

て
松
岡
市
郎
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

１
８
９
６
（
明
治
28
）
年
に
東
川
町

に
入
植
し
た
開
拓
農
家
の
４
代
目
。
羽

衣
公
園
の
一
隅
に
保
存
し
て
い
る
「
明

治
の
家
」
は
、
尾
田
社
長
の
生
家
で
す
。

そ
の
後
旭
川
市
内
に
転
出
し
、
開
拓
１

１
０
年
の
年
に
も
町
に
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、法
務
大

臣
メッ
セ
ー
ジ
届
く

　

７
月
１
日
、
松
岡
洋
信
旭
川
地
区
保

護
司
会
東
川
支
部
長
ら
が
来
庁
し
、
松

岡
支
部
長
が
谷
垣
禎
一
法
務
大
臣
の
第

64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
中
央
推

進
委
員
会
委
員
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
松
岡

市
郎
町
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
運
動
に
呼

その１【入浴者サービス】
　★毎週木曜日は「旭岳源水100％ かき氷」
　　を無料サービス！
　　（メロン、いちご味のどちらか１人１杯をお食事処 きららにて）
　★『５』のつく日は、
　　アイスソフトクリームプレゼント
　　（小学生以下、１人１本）

その２【期間限定お得チケット】
　★「プレー＆入浴」パック＝パークゴルフ＋温泉入浴プレーパック券
　　▶親水公園パークゴルフ場セット 　 500円〔通常：プレー代400円＋入浴料600円〕
　　▶キトウシ森林公園パークゴルフ場セット　700円〔通常：プレー代600円＋入浴料600円〕
　★「ビール券」パック＝温泉入浴（２人）＋生ビール券（中ジョッキー３杯）
      2,000円〔通常：中ジョッキー１杯500円〕

お食事処 きらら
営業時間：お昼＝午前11時～午後２時、夜＝午後４時～午後８時

お客さまへ
　当ホテルは11月１日から来年５月末日（予定）まで、館内全面リニューアルのため、
全館休館いたします。来年の新装開館後も引き続きご愛顧、ご利用をお待ちいたして
おります。
※車の飲酒運転はお止めください

ラジウム温泉　キトウシ高原ホテル（キトウシ森林公園）
㈱東川振興公社

キトウシ高原ホテル全館大改修キトウシ高原ホテル全館大改修キトウシ高原ホテル全館大改修キトウシ高原ホテル全館大改修

温泉入浴つき大サービス温泉入浴つき大サービス温泉入浴つき大サービス温泉入浴つき大サービス閉館
前の

閉館
前の

家族でみんなお得！　キトウシで 温泉＆リフレッシュ家族でみんなお得！　キトウシで 温泉＆リフレッシュ家族でみんなお得！　キトウシで 温泉＆リフレッシュ家族でみんなお得！　キトウシで 温泉＆リフレッシュ

期間限定8月1日㈮～10月31日㈮期間限定8月1日㈮～10月31日㈮期間限定8月1日㈮～10月31日㈮期間限定8月1日㈮～10月31日㈮
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
16
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

６
東
区　
　
　
　

滝
本　

泰
光
様

東
町
２
丁
目　
　

尾
池
美
智
子
様

西
区　
　
　
　
　

吉
田
チ
ズ
子
様

西
町
３
丁
目　
　

植
田　

晴
美
様

25
区　
　
　
　
　

尾
上
ア
サ
ヱ
様

《
社
会
福
祉
事
業
に
》

12
区　
　
　
　
　

阿
部　

庄
二
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
☎
82
―
７

５
０
５

８
月
の
相
談
員　

松
林 

加
代
子

【バレーボール】
◆上川管内代表決定戦バレーボール
大会（７月11、12日・名寄市スポーツ
センター）
▼女子　①東川中学校（全道大会は
8月1～3日・帯広）
　

【ミニバスケットボール】　
◆第30回美瑛町教育長杯バスケット
ボール美瑛交歓大会（７月13日・美
瑛町スポーツセンター）
▼女子決勝
東川町ミニバスケットボール少年団
46－19　富良野

【卓球】
◆旭川大会中学の部（７月６、７日・
大成市民センター）
▼女子準決勝　
塗師田明歩（旭川市立東陽）３－１安
田楓（東川）

おわび
　7月号、第23回北海道中学生バ
レーボール優秀選手選抜大会の成績
掲載中、矢ノ目あゆみは、矢ノ目あみ
の間違いでした。

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者募集

そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開催して決定
／８月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人が２人いない場合は入居取り消し）
／住まい室 ☎８２－２１１１（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　※ただし、一定の要件（60歳以上等）に該当する場合に限り単身での入居が可能
　※上記団地①、②、③、④とも原則４人以上
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※ただし次のいずれかの要件に該当する場合は月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下。
  ・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同年４月１日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養者の方などがいる場合

①
②

・2戸（1階、2階）
・24,100円～
　　53,800円

北団地A2
３LDK（76.41㎡） 北町3丁目10番

・調理器（ガス）、灯油暖房機（煙突
　式）は各自
・自治会管理の共同灯とポンプ電気代
　は別途

・平成３年
・セラミックブロック造り２階建て
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・入居者が各自で設置
浴槽、給湯ボイラー、井戸ポンプ、灯油タンク、
灯油ストーブ、ガスレンジ、照明設備
※上記設備の一部は前入居者が使用して
いたものを引き継ぐことができます

③

・昭和51年
・木造平屋建て
・物置なし、駐車場なし
・ペットは認められません

・1戸（1階）
・9,600円～
　　15,200円

公園団地A4
3DK（51.30㎡） 東町2丁目14番

・家賃のほか温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額6,000円程度）がか
　かります
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　除雪費用は別途

④

・平成18年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・26,300円～
　　69,900円

西団地A4
3LDK（78.80㎡） 北町2丁目6番

受付期間 ８月１日㈫～同月11日㈪
定住促進課住まい室
4戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（26年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意してあります。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

各種大会成績

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

お
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
の
鈴
木

　

さ
ん
（
午
後
５
時
以
降
）
☎
０
９
０

　

│
８
２
７
８
│
３
５
２
４
、
大
谷
さ

　

ん
☎
０
８
０
│
５
５
９
７
│
６
８
６

　

９
公
開
講
演
会
の
開
催

好
蔵
寺

　

「
俳
優
、
三
國
連
太
郎
と
の
出
会
い

＝
『
親
鸞
・
白
い
道
』
に
主
演
し
て
」

と
題
し
て
公
開
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

　

講
師
は
映
画
「
親
鸞
・
白
い
道
」

（
１
９
８
７
年
松
竹
映
画
）
に
主
演
し

た
元
俳
優
で
任
意
団
体
「
演
技
を
通
し

て
の
自
己
発
見
」
主
宰
の
僧
侶
、
森
山

潤
久
師
（
札
幌
）
。

日
時　

８
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時
半

　

か
ら

場
所　

好
蔵
寺
本
堂
（
北
町
８
丁
目
２

　

│
９
）

入
場
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

好
蔵
寺
（
住
職
の
両

　

瀬
さ
ん
）
☎
82
│
２
６
５
５

自
衛
官
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

航
空
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
南
地
区
隊
☎
（
直
）
22
│
０
６

４
８
、
ま
た
は
役
場
企
画
総
務
課
（
☎

内
線
２
２
４
）
ま
で
。

▼
自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生

（
と
も
に
男
女
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
18
歳
以
上
27

応
し
て
の
全
国
に
伝
達
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
犯
罪
、
非
行
を
犯
し
た
人
の
社

会
復
帰
を
進
め
る
た
め
の
就
労
な
ど
の

生
活
基
盤
確
保
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
保
護
司
６
人
が
そ
ろ
っ
て
訪

れ
「
再
び
犯
罪
に
走
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
社
会
で
更
生
す
る
た
め
の
就
労

支
援
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
働
く
場
の

確
保
を
訴
え
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

ア
フ
リ
カ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

　

札
幌
を
中
心
に
し
て
活
動
し
て
い
る

音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

ユ
ナ
イ
ツ
」
の
ア
フ
リ
カ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
東
川
公
演
を
開
き
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
い
ず
れ
も
札
幌
市

内
在
住
の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
イ
ル
ン
グ

（
ジ
ェ
ン
ベ
、
ブ
ン
ブ
ン
ブ
ン
、
ル
オ

ド
ラ
ム
）
、
ガ
イ
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
（
タ

マ
）
ほ
か
。
セ
ネ
ガ
ル
、
ケ
ニ
ア
出
身

の
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
す
る
本
場
の
リ
ズ

ム
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
て
、
ア
フ
リ

カ
ン
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
歌
、
踊
り
で
夏
の

ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
24
日
（
日
）
午
後
３
時

（
開
演
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

大
人
千
円
（
当
日
券
千
３

０
０
円
）
、
中
、
高
校
生
５
０
０
円

（
同
７
０
０
円
）
、
小
学
生
以
下
無

料
、
前
売
り
券
は
道
の
駅
・
道
草
館
、

ノ
マ
ド
（
東
町
２
丁
目
）

　

歳
未
満
の
男
女（
来
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間　

自
衛
官
候
補
生
男
子
は
試

　

験
日
に
よ
っ
て
異
な
る
。
同
女
子
、

　

一
般
曹
候
補
生
は
、
８
月
１
日
（
金
）

　

〜
９
月
９
日
（
火
）
。

試
験
日　

○
男
子
＝
８
月
31
日
（
日
）
、

９
月
１
日
（
月
）
、
同
月
17
日

（
水
）
、
27
日
（
土
）
の
い
ず
れ
か

１
日
○
女
子
＝
９
月
26
日
（
金
）
、

同
月
27
日
（
土
）
の
い
ず
れ
か
１
日

○
一
般
曹
＝
９
月
19
日
（
金
）
、
同

す
。
個
人
の
方
を
対
象
に
す
る
配
布
の

た
め
、
大
型
車
両
（
２
㌧
車
を
超
え
る
）

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月
16
日
（
火
）
〜
10
月
14
日

　

（
火
）

時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
３
時

場
所　

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所
流
木
堆
積

　

場
（
道
道
天
人
峡
美
瑛
線
第
７
駐
車

　

帯
か
ら
約
１
㌔
㍍
上
流
）

お
問
い
合
わ
せ　

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所

☎
82
│
５
３
９
１

http://www.as.hkd.m
lit.go.jp/ty

uudam
/index.htm

月
20
日
（
土
）
の
い
ず
れ
か
。

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）
な
ど

▼
航
空
学
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
来
年
４
月
１

　

日
現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

　

（
高
卒
、
高
卒
見
込
み
者
含
む
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
金
）
〜
９
月

　

９
日
（
火
）

試
験
日　

９
月
23
日
（
火
）

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

忠
別
ダ
ム
の
流
木
を
無
料
で
お
譲
り

し
ま
す旭

川
開
発
建
設
部
旭
川
河
川
事
務
所

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所

　

忠
別
ダ
ム
に
流
入
し
た
流
木
の
無
料

配
布
を
実
施
し
ま
す
。

　

流
木
の
長
さ
、
太
さ
な
ど
サ
イ
ズ
は

不
ぞ
ろ
い
で
す
。
運
搬
の
た
め
に
切
断

す
る
道
具
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

８
月
は
北
方
領
土
返
還

運
動
の
強
調
月
間
で
す

北
海
道
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子
ど
も
は
機
長
、親
は
管
制
官
に
な
っ
て

　

現
在
、
小
学
校
６
年
生
の
息

子
と
４
歳
の
娘
の
子
育
て
中
で

す
。
息
子
が
２
歳
ご
ろ
か
ら
旭

川
空
港
に
行
っ
て
飛
行
機
を
な

が
め
始
め
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
絵
本
を
出
版
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
取
材
を
重
ね
て
い

く
中
で
感
じ
た
の
は
、
子
供
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
、
参
考
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

飛
行
機
は
常
に
安
全
を
最
優

先
と
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
関

わ
り
、
協
力
し
て
、
初
め
て
飛

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
管
制
官
は
、

必
ず
２
人
１
組
に
な
っ
て
お
互

い
に
確
認
し
な
が
ら
飛
行
機
を

飛
ば
し
て
い
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
管
制
官
が
話
を
し
た
い
と

き
は
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
な

い
の
で
、
誰
に
向
か
っ
て
誰
が

話
す
の
か
と
い
う
こ
と
を
必
ず

言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
に
話
し
か
け
る
時
、

目
の
前
に
顔
が
見
え
て
い
る
時

で
も
、
名
前
を
呼
ん
で
あ
げ
る

と
よ
り
注
意
し
て
聞
い
て
く
れ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

航
空
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
最
新
技
術
を
導
入

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
則
は

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
さ
れ

る
」
と
い
う
ほ
か
に
、
「
人
間

は
必
ず
間
違
え
る
。
間
違
え
な

い
人
間
は
い
な
い
」
と
い
う
考

え
方
が
前
提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
操
縦
で
間
違

っ
た
操
作
を
し
た
場
合
、
エ
ラ

ー
表
示
が
出
ま
す
。
そ
れ
で
も

続
け
る
と
、
も
う
一
人
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
「
な
ぜ
そ
の
よ
う
な

操
作
を
す
る
の
か
？　

間
違
っ

て
い
な
い
か
？
」
と
確
認
す
る

仕
組
み
で
す
。

　

そ
れ
で
も
お
か
し
い
行
動
が

続
く
と
、
地
上
か
ら
レ
ー
ダ
ー

で
見
て
い
る
航
空
管
制
官
が

「
あ
な
た
の
飛
行
機
は
何
か
あ

っ
た
の
で
す
か
？
」
と
無
線
で

確
認
し
ま
す
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
も
管
制
官
も
常

に
訓
練
し
て
い
ま
す
。
通
常
あ

り
え
な
い
ぐ
ら
い
の
状
況
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
訓
練
を
繰
り

返
し
ま
す
。
さ
ら
に
操
縦
す
る

時
も
、
何
重
に
も
ミ
ス
を
防
ぐ

仕
組
み
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
は
毎
日
訓
練
を
し
て

い
る

　

日
常
の
中
で
「
何
で
毎
日
言

っ
て
も
同
じ
こ
と
す
る
の
！
」

と
よ
く
子
ど
も
を
叱
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
大
人
が
「
ふ
つ
う
に

出
来
る
」
と
考
え
て
行
動
し
て

い
る
こ
と
は
、
実
は
長
い
時
間

を
か
け
て
訓
練
し
て
き
た
か
ら

こ
そ
で
き
て
い
る
こ
と
な
の
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
今
、
毎
日

違
う
条
件
に
合
わ
せ
て
考
え
な

が
ら
、
行
動
す
る
こ
と
、
生
き

る
こ
と
を
少
し
ず
つ
訓
練
し
て

い
る
の
で
す
。

　

「
朝
起
き
る
時
間
が
少
し
遅

か
っ
た
」
「
今
日
は
お
母
さ
ん

に
用
事
が
あ
る
」
「
今
日
は
お

母
さ
ん
の
機
嫌
が
ち
ょ
っ
と
悪

い
」
な
ど
、
少
し
ず
つ
違
う
条

件
に
合
わ
せ
て
対
応
の
仕
方
を

学
ん
で
い
る
真
っ
最
中
な
の
で

す
。

　

「
ミ
ス
を
す
る
」
「
間
違
え

る
の
は
当
然
」
と
思
っ
て
い
れ

ば
、
子
ど
も
に
対
し
て
少
し
違

っ
た
見
方
が
で
き
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
ミ
ス
を
し
た

後
に
、
ど
の
よ
う
に
修
正
す
る

か
が
、
と
て
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

子
ど
も
が
機
長
だ
と
し
た
ら
、

時
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
副
操
縦

士
に
な
り
、
時
に
必
要
な
情
報

を
伝
え
る
管
制
官
の
よ
う
に
見

守
れ
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
間
違
え
た
の
か
、
と
原

因
を
考
え
、
「
手
順
は
正
し
か

っ
た
か
？
」
「
ミ
ス
を
誘
う
シ

ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
か
？
」

と
検
証
を
し
、
同
じ
ミ
ス
が
な

い
よ
う
に
対
策
を
考
え
ま
す
。

　

ほ
か
の
人
に
も
注
意
し
て
情

報
共
有
す
る
、
単
純
な
思
い
違

い
や
、
覚
え
た
知
識
を
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
時
は
、
勉
強
方

法
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
周
り
が

フ
ォ
ロ
ー
し
て
、
ミ
ス
が
発
端

と
な
っ
て
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
を

な
く
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

同
じ
間
違
え
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
方
法

だ
け
で
は
な
く
、
違
う
説
明
だ

っ
た
ら
分
か
る
か
な
？
と
い
く

つ
か
の
方
法
を
用
意
し
て
教
え

て
あ
げ
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

子
ど
も
は
機
長
、親
は
管
制
官
に
な
っ
て

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

24Higashikawa  2014  August



保健だより
for Healthy Life

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
・
予
防
と
基
礎
知
識

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
寄
生
虫
の
一
種
で

す
。
多
包
条
虫
と
呼
び
、
成
虫
は
、
自
然

界
で
は
主
に
キ
ツ
ネ
（
道
内
で
は
キ
タ
キ

ツ
ネ
）
と
野
ネ
ズ
ミ
に
寄
生
し
ま
す
。
卵

は
直
径
０
・
０
３
㍉
㍍
程
度
の
球
体
で
、

肉
眼
で
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

感
染
の
連
鎖
は
、
次
の
よ
う
な
順
番
を

た
ど
り
ま
す

Ⅰ
・
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
、
キ
ツ
ネ
の
腸

　

に
寄
生
し
て
卵
を
産
み
、
卵
は
糞
と
一

　

緒
に
体
外
に
排
せ
つ
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ
・
野
ネ
ズ
ミ
は
、
木
の
芽
な
ど
と
一
緒

　

に
キ
ツ
ネ
の
糞
を
食
べ
、
ネ
ズ
ミ
の
体

　

内
で
卵
が
ふ
化
し
、
幼
虫
が
ネ
ズ
ミ
の

　

肝
臓
に
寄
生
し
ま
す
。

Ⅲ
・
キ
ツ
ネ
や
イ
ヌ
は
、
野
ネ
ズ
ミ
を
餌

　

と
し
て
食
べ
ま
す
。
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

　

に
感
染
し
た
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
る
こ
と
で

　

寄
生
虫
に
感
染
し
、
腸
の
中
で
幼
虫
が

　

成
虫
に
な
り
ま
す

Ⅳ
・
①
卵
は
キ
ツ
ネ
の
糞
に
混
じ
っ
て
水

　

田
の
あ
ぜ
な
ど
に
散
ら
ば
り
、
季
節
の

　

山
菜
な
ど
に
も
付
着
し
ま
す
②
山
菜
採

り
で
ヒ
ト
が
山
野
に
分
け
入
る
時
や
水

田
の
畦
畔
な
ど
で
手
足
、
衣
服
に
付
着

し
ま
す
③
沢
水
と
一
緒
に
水

中
を
流
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
手
を
介
し

て
沢
水
を
飲
む

時
な
ど
に
感

染
し
ま
す
④

衣
類
に
卵
が

付
着
し
た
ま

ま
帰
宅
し
、

椅
子
や
机
に
卵

が
散
っ
て
食
事

な
ど
の
時
に
経
口
感

染
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

８
月
28
、29
日
は
検
診
日
〜
５
年
に
一

度
は
要
チ
ェッ
ク

　

ヒ
ト
感
染
は
、
キ
ツ
ネ
や
イ
ヌ
と
同
様

に
経
口
感
染
で
す
。
主
に
肝
臓
病
の
病
気

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
内
で
は
年
平
均
10

人
程
度
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

　

卵
は
口
か
ら
体
内
に
入
り
、
腸
内
で
ふ

化
し
て
幼
虫
と
な
り
ま
す
。
幼
虫
は
主
に

肝
臓
で
発
育
し
て
病
巣
を
形
成

し
ま
す
。
ヒ
ト
か
ら
ヒ

ト
、
豚
や
野
ネ
ズ
ミ

か
ら
直
接
ヒ
ト
に

感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

感
染
し
て

も
自
覚
症
状
が

す
ぐ
に
表
れ
な

い
た
め
、
気
が
付

き
ま
せ
ん
。
数
年
か
ら

約
10
年
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

肝
機
能
障
害
に
伴
う
全
身
の
だ
る
さ
、

黄
疸
（
お
う
だ
ん
）
、
上
腹
部
の
不
快
感
、

膨
満
感
が
表
れ
ま
す
。

　

放
置
し
て
病
期
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、

全
身
状
態
が
悪
化
し
て
黄
疸
、
腹
水
、
浮

腫
な
ど
を
合
併
し
、
末
期
の
状
態
に
な
り

ま
す
。

　

万
一
感
染
し
た
場
合
、
唯
一
の
治
療
法

は
患
部
の
切
除
し
か
な
く
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
よ
っ
て
治
癒
が
可
能
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
予
防
で
す
。
①
山
野
草
を

採
集
し
て
食
べ
る
時
は
十
分
な
加
熱
、
念

入
り
な
水
洗
い
②
帰
宅
後
の
手
洗
い
励
行

③
沢
水
を
そ
の
ま
ま
飲
ま
な
い
④
飼
い
犬

を
放
し
飼
い
し
て
野
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
な
い

よ
う
に
す
る
⑤
飼
い
犬
が
野
ネ
ズ
ミ
を
食

べ
た
場
合
は
す
ぐ
に
虫
下
し
を
し
、
動
物

病
院
で
治
療
す
る
⑥
キ
ツ
ネ
に
餌
付
け
し

な
い
―
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
３
年
前
か
ら
、
年
３
回
町
内
の

林
野
、
町
道
沿
い
で
、
キ
ツ
ネ
な
ど
野
生

動
物
を
対
象
に
し
た
駆
虫
薬
（
虫
下
し
剤
）

を
散
布
し
、
感
染
連
鎖
を
断
ち
切
る
作
戦

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
年
１
回
、
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
８
月
28
、
29
日
の
２

日
間
実
施
し
ま
す
。
（
18
㌻
参
照
）

　

検
診
は
、
小
学
３
年
生
以
上
ま
た
は
５

年
以
上
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象

で
す
。
少
な
く
と
も
５
年
に
一
度
は
血
液

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
過
去
５
年
以
上
検
診
を
受
け
て
い
な

い
」
「
キ
ツ
ネ
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
」

「
野
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
犬
の

飼
い
主
」
の
方
は
、
特
に
検
診
（
血
液
検

査
）
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
詳
細

は
18
㌻
、
広
報
に
別
添
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
。

　

皆
さ
ん
は
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
危
険
性
を
ど
の
程
度
ご
存
知
で
す
か
？　

患
者
は
多
く
道
内
で
発
生
し
、
感
染
後
の
潜
伏

期
間
が
数
年
か
ら
10
年
以
上
の
長
期
間
で
あ
る
た
め
、
感
染
初
期
（
約
10
年
間
）
は
気
が
付
き
ま
せ
ん
。
キ
タ
キ
ツ
ネ
が
多
く

生
息
し
、そ
の
巣
穴
が
点
在
す
る
た
め
、
特
に
患
者
が
発
生
し
や
す
い
の
が
農
業
地
帯
。
気
づ
い
た
時
に
は
す
で
に
重
症
化
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。（
参
考
・
道
立
衛
生
研
究
所
ま
と
め
）

気
づ
か
な
い
感
染
〜
大
切
な
予
防
と
検
診

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
・
予
防
と
基
礎
知
識

気
づ
か
な
い
感
染
〜
大
切
な
予
防
と
検
診
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☎ 申し込み

申し込み

申し込み
申し込み

申し込み
申し込み
申し込み
申し込み

申し込み

※会場は保健福祉センターです
　（移動献血車、予防接種、後期高齢者健診は別）

…………
……………………

…………
…………

予約

自由

自由

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.730 A

ugust 2014

infomation2014.

8

【8月分】
１日㈮

８日㈮
28日㈭
29日㈮

７日㈭
８日㈮
９日㈯
19日㈫

21日㈭
22日㈮
27日㈬
29日㈮
30日㈯

10:00～11:30
10:00～11:00
14:00～16:30
10:00～11:30
18:30～20:00
10:00～11:30
10:00～11:00
14:00～15:00
10:00～11:30
14:00～16:00

8月の行事
第８回大雪山トライアスロンｉｎひがしかわ開会式
（後４時半、農村環境改善センター）
第８回大雪山トライアスロンｉｎひがしかわ大会（前
10時一般の部スタート、忠別湖親水広場）
新東川小学校第２回内覧会（前11時～後３時）
第21回写真甲子園大会開会式（後３時、農村環境
改善センター＝８日まで）
東川町議会第７回臨時会（後１時、議場＝会期１日）
第30回写真の町東川賞授賞式＝国際写真フェステ
ィバル（フォトフェスタ２０１４）（後２時、文化ギャラリ
ー）＝いずれも10日まで
どんとこい祭り（前11時から、東町１丁目道路、羽衣
公園など）＝同
第36回北海道小学生剣道旭川大会（前８時半、Ｂ＆
Ｇ海洋センター）
東川町民水泳大会（前９時半、Ｂ＆Ｇ海洋センター）
第12回てっぺん祭り（前10時、農協駐車場特設会場）

２日㈯

３日㈰

５日㈫

９日㈯

10日㈰

17日㈰
31日㈰

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

移動献血車来庁　
もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
後期高齢者健診開始（来年２月25日まで、町立
診療所）
小学６年生二種混合予防接種（町立診療所）

じっくり子育て相談
エキノコックス症検診
エキノコックス症検診

　
13：00～14：00
13：15～

13：00～16：30

15：00～17：00
17：00～19：00

【9月分】
５日㈮
　

17日㈬
26日㈮

ごっくん教室　
乳幼児健診　
栄養教室
１歳６カ月児健診

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共○9日㈯～9月3日㈬まで

　▶第30回写真の町東川賞受賞作家作品展
　▶写真インディペンデンス展
※1日㈮～8日㈮は展示準備のため休館

○13日㈬まで
　▶旭川魚拓会「カラー魚拓」作品展
○14日㈭～９月12日㈮
　▶第12回大雪清流てっぺん祭りフォトコンテスト作
　　品展示

カラダ美楽クラブ……………
健康体操教室………………
ここりん自習室…………………………
ここりん研修会⑤（朝）……
ここりん研修会⑤（夜）……
カラダ美楽クラブ……………
健康体操教室…………………
おとなり会………………………
ハーブ＆アロマな時間………
かぜのこくらぶ（子どもの遊び場）

文化ギャラリー
東町1丁目19-8

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121

インフォメーションインフォメーション

＜親子遊び体験教室＞
  1日㈮
  8日㈮
26日㈫
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
４日、５日、６日、11日、12日、13日、18日、19日、20日、25日、26日、27日
会場は幼児センターです

テーマ「うちわ作り」……………………10:00～11:30
テーマ「未満児交流会（うさぎ組）」………10:00～11:30
午後開放（０～１歳対象）……………13:00～15:00


